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佐
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木
博
土
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日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
;
巻
第

叫
號
)

(
B

二
)

二

ハ
、
剰
除
金
支
出
に
つ
い
て

二
、
政
党
内
閣
制
度
に
つ
い
て

口
、

我

が
憲

法
學

史

上

に
於

い

て

日

本
憲

法

要

論

の
占

む

る
地

位

。

國

家

論

上

に
於

て

は
、

主

構

、
國
権

若

し
く

は
統

治
権

を

如

何

に
観

る

か

・・
そ

の

中
櫃

を
な

す

。

今

わ
が

憲

法

學

史

を
概

説

し

て

佐

々
木

博

士

の

日

本

憲

法

要

論

の

地

位

を
明

か

に
す

る

に
當

つ
て
、
主
権

、

闊
権

若

し
く

は
統

治
権

の
観

方

を
中

心

に
し

て
我

が

憲

法

學
史

を

叙

述

す

る
こ
と

・
す

る
。

穗

積

八

束

博

士

は
主
権

を
定

義

し

て

曰

く

主
標

ト

ハ
國

ヲ
統

治

ス

ル
ノ
権

力

ニ
シ
テ
、

其

ノ

本
質

二
於

テ
,

唯

一
、
最

高

、

無

限

ニ
シ
テ
独
立

ナ

ル
者

テ
謂

フ
。

,こ
。

而

し

て
、
主
権

の
無

限

性

に

つ

い

て
説

明

し

て

日

く
主
権

ハ
無
限

ナ

リ
、

法

上

ノ
動

作

二

付

キ
其

ノ
権

能

二
縄

勤

ノ
限

定

ア

ル

コ
ト

ナ

キ
ヲ
謂

フ
。
噛こ
。
こ
の

説

明

は
余

り

に
簡
単

に

て

主
権

の

無
限

性

に

つ
い

て
博

士
が

如

何

な

る
内

容

を

盛

ら

る

・
や
明

瞭

で

な

い
け

れ

,こ
も

、
次

の

説

明

を

観

れ
ば

明

か

・こ
な

る

。
或

ハ
謂

フ
憲

法

ガ

臣

民

二
向

フ
テ
意

思

ノ

限

界

テ
爲

ス

コ
ト

ハ
之

ヲ
諒

ス
ベ

シ
、
國

家

二
向

フ
テ
意

思

ノ
限

界

ヲ
爲

ス

コ

ト

ハ
之

ヲ
解

ス
ベ

カ

ラ
ズ

ト
、

蓋

國

家

主
堰

ノ

無
限

ナ

ル
ヲ
謂

ヘ
ル
ナ

リ
、

主

構

ノ
制

限

ス
ペ

カ
ラ

ザ

ル
固

ヨ
リ
然

リ
、

憲

法

ハ
主
権

ヲ
制
限

ス

ル
ノ
カ

ニ
非

ズ

、

之

ヲ
制

定

シ
之

ヲ
有



敷
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
皆
圭
構
其
ノ
者
ノ
カ

ニ
シ
テ
憲
法
自
身
ノ
カ

ニ
非

レ
バ
ナ
リ
。
・こ
。
こ
れ
ーこ
稽

々
趣
を
異
に
し
た
る
意
見
ミ
し
て

憲
法
ヲ
以
テ
統
治
行
動
ノ
法
上
ノ
限
界
ト
爲
ス
ハ
國
家
自
由
意
志
ノ
欲

ス
ル
所
ナ
リ
、
何
ゾ
之
ヲ
主
堰

無
限
ノ
大
義

二
反

ス
ル
ト
爲

ス
テ
得
ン
ヤ
。
,こ
。
こ
の
點

前
後
稽

々
矛
盾
が
あ
る
け
れ
さ
も
、
要
す
る
に
穗
積
博
士
は
、
國
家
を
統
治

す
る
の
権
力
た
る
主
構
は

法
に
依
り
て
拘
束
せ
ら
る
・
檬
な
制
限
的
の
権
力
に
非
ず
し
て
,
實
に
憲
法
の
上
に
超
然
た
る
権
力
な
り
,こ
主
張
す
る
も
の
な
る
こ

ε
明
瞭
で
あ
る
。
主
橿
が
法
に
よ
り
て
決
定
的
に
拘
束
せ
ら
れ
ず
,こ
主
張
す

る
は
法
治
國
の
思
想
を
排
斥

し
て
警
察
國
の
思
想
を
固

執
せ
る
も
で
あ
る
。

上
述
の
如
き
無
制
限
な
る
主
構
は
、
穗
積
博
士
に
於
い
て
は
、
何
人
が
之
を
主
持
す
る
や
?

同
博
士
は
明
白
に
國
家
法
人
説
を

奉
ず
る
。
而
し
て
,
國
家

に
主
権
の
存
す
る
こ
と

を
承
認
す
る
が
,
主
権
が
國
家
に
在
り
,こ
言

ふ
の
み

に
て
は
、

未
だ
主
構

が
國

家
の
何
れ
の
部
分
に
存
在
す
る
か
の
問
題
は
決
し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
し
て
、
凡
ソ
意
思

ハ
自
然
人
ノ
自
然
意
思

ヨ
リ
成
立
ッ
モ

ノ
デ

ア
ル
、
國
家
ノ
権
万

ト
ヵ
國
家
ノ
意
思
ト
カ
云

フ
モ
實

ハ
或
自
然
人
ノ
自
然
意
思
ガ
其
獲
動
機

ト
ナ
ッ
テ
之

二
依
リ
テ
存
立
ス

ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
全
ク
自
然
意
思
ヨ
リ
絶
縁

シ
タ
ル
法
律
意
思
又

ハ
権
力
ト
云

フ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
、
自
然
人

ハ
自
然
意
思
ヲ
有

ス
ル
,

法
人

ハ
唯
能
ク
法
律
意
思
ノ
ミ
ヲ
有

シ
能

フ
、
薙

二
法
律
意
思
ト
云

フ
ハ
自
然
意
思
ヨ
リ
組
立
テ
ラ

レ
テ
法
律
上
独
立

ノ
意
思
ト
看

徹
サ
ル
・
組
織
ヲ
指
シ
テ
云

フ
ノ
ヂ
ア
ル
聖
國
家
ノ
意
思
叉

ハ
権
力
ト
云

フ
ハ
薙

二
謂

フ
法
律
意
思
ノ
一
ツ
ノ
場
合

デ
ア
リ

マ
ス
。
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々
木
博
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日
本
憲
法
要
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を
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む

(第
二
春
第
「
號
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士

の

日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
二
巻
第

一
號

)

(B

四
)

四

,、」
主
張
し
て
、
君
士
⊥機
關
説
を
基
礎
つ
く
る
論
理
を
援
用
し
な
が
ら
、
そ
の
結
論
,こ
し
て
は
、
君
主
た
る
自
然
人
の
自
然
意
思
を
以

て
國
家
の
法
律
意
思
-、」す
る
も
の
に
し
て
、
君
主

の
意
思
即
ち
國
家
意
思
を
な
す
も
の
に
し
て
暑
し
て
言

へ
ば
君
主
即
ち
國
家
,こ
な

る
。
ε
。
全
く
反
対

の
結
論
に
導
く
。

一
言
以
て
之
を
蔽

へ
ば
、
所
謂
君
主

圭
標
説
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
國
家
法
人
説
を
認

む
る
限
り
は
君
主

は
國
家
機
關
,こ
な
り
、
君
主
圭
纏
説

へ
導
く
た
め
に
は
論
理
の
矛
盾
を
侵
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

・
に
穗
積
博
士

が

苦
し
き
基
礎
づ
け
に
よ
つ
て
主
権
を
君
主
が
主
持
す
ミ
結
論
す
る
姿
は
、
主
擢

の
無
限
性
,
君
主
+t
権
説
を
高
調
し
て
十
七
八
世
紀

の
中
央
集
構
的
警
察
國
の
出
現

に
理
論
的
基
礎
を
與

へ
た
る
ポ
ー
ダ

ン
ミ
相
似

九
る
を
豊
ゆ
。

君
主
圭
構
説
を
固
執
す
る
穗
積
博
士
は
、
自
由
主
義

に
基
く
政
党
政
治
を
以
て
君
主
の
大
権

を
議
會
に
移
し
君
主

を
室
位
に
坐
せ

し
む
る
も
の
ーこ
し
て
之
を
排
斥
し
、
よ
く
そ
の
君
王
主
権

説
を
貫
徹
し
て
ゐ
る
。
日
ク
、
憲
法
實
施

ノ
後

、
政
党

者
流
及
之

二
雷
同

ス
ル
學
者

ハ
、
之
ヲ
英
國
風
ノ
議
院
政
党

内
閣
制
度

二
解
決
セ
ン
ト
ス
、
是
レ
我
ガ
大
憲
ノ
文
字
及
精
神

ノ
忍
容

ス
ル
所

二
非
ズ
。

,こ
。
而
し
て
英
國
の
政
党
政
治
を
ひ
き
あ
ひ
に
出
し
て
そ
の
論
嫁
を
示
し
て
曰
く
。
凡
テ
君
主
の
大
権

ハ
大
臣
ノ
責
任

二
懸
ヶ
テ
之

テ
行

フ
、
而
シ
テ
大
臣
ノ
責
任

ハ
議
院
之
ヲ
闘

フ
モ
ノ
ト
ス
。
大
権

ハ
大
臣
ノ
責
任
ヲ
以
テ
之
ラ
行

フ
ト
謂

フ
ハ
殆
ド
之
テ
大
臣
ノ

手

二
移

ス
ト
謂

フ
ニ
同
ジ
。
而
モ
大
臣
ヲ
問
責
ス
ル
者

ハ
君
主
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
構
伍
君
主

二
存

ス
ル
ノ
實
ヲ
失

ハ
ズ
。
然
ラ
ズ

シ
テ
政
府
内
閣

ハ
議
院
ノ
信
任
議
決

二
由
リ
テ
進
退

ス
ベ
ク
、
君
主

ハ
議
院

ノ
意
思

二
反
シ
テ
之
ヲ
霜
防

ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ス
ル
ト
キ



ハ
、
所
謂
大
権

ハ
内
閣
大
臣
ノ
権
力

二
蹄

シ
、
再
韓

シ
テ
議
院

二
臨

シ
、
三
輔

シ
テ
政
党

二
蹄

シ
、
所
謂
内
閣
大
臣

ハ
議
院

ノ
政
党

ノ
自
由

二
任
免
ス
ル
執
行
吏
タ
ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
ナ
リ
。

以
上
の
叙
述
に
於
て
明
か
な
る
が
如
く
、
穗
積
博
士
の
憲
法
論
は
、
主
権

の
法
の
上
の
無
限
性
を
主
張
し
て
自
由
主
義

に
基
づ
く

法
治
國
の
思
想
を
撲
斥
し
警
察

國
の
思
想
に
ふ
み
止
ま
り
、

か
く
の
如
き
無
限
の
権

力
を
主
持
す
る
者
は
君
主
な

り
・こ
し
て
君
主

主
構
説
を
高
調
し
、
自
由
主
義
に
基
づ
く
政
党

政
治
は
大
権
政
治

,こ
相
容
れ
な
い
も
の
,こ
し
て
あ
く
ま
で
君
主
主
構
説
を
貰
徹
せ
ら

る
。
こ
れ
、
明
治
維
新
の
革
新
の
後
に
現
は
れ
た
る
封
建
制
度
最
後
の
形
態
た
る
縄
封
專
制
政
治
の
延
長
た
る
專
制
的
政
治
勢
力
を

表
現
す
る
の
憲
法
論

に
外
な
ら

ぬ
。

上
杉
博
士
の
初
期
の
著
作
に
か

・
る
明
治
三
十
八
年
帝
國
憲
法
は
、
博
士
の
憲
法
論
を
う
か
f
ふ
の
文
献
と
す
る
二
,こ
は
出
來
な

い
。
け
だ
し
、
帝
國
憲
法
に
お
い
て
は
、
主
権
の
法
に
依
る
制
限
性
を
國
家
自
限
説
に
依
り
て
基
礎
づ
け
、
國
家
法
人
説
を
+工
張
し

之

に
配
す
る
に
君
主
機
蘭
説
を
以
て
し
、
凡
そ
今
日
の
通
説
た
る
憲
法
論
に
類
す
れ
さ
も
、
そ
の
後
同
博

士
の
長
逝

に
至
る
ま
で
の

多
数
の
著
作
に
お
い
て
は
、
全
く

一
変
し
て
概
ね
穗
積
八
束
博
士
の
憲
法
論
に
復
帰
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
。
上
杉
傅
土
は
、
そ
の

著
帝
國
憲
法
聯
一翻

臓
に

於

て
、

統

治
権

は
自

足

、
唯

一
、
最

高
独
立

、

無

制
限

、
絶
対

、

無
條

件

、
永

久

の

七

個

の
性

質

を
有

す

る

も

の

,こ
な

し

、

さ
ら

に
統
治
権

の

無

制

限

性

を

説
明

し

て
、

統

治

構

テ

無

制
限

ナ

リ

ト

イ

フ

ハ
、

之

ラ
排

斥

ス

ル
ノ
意

デ

ハ
ナ
イ

、

佐

々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

五
)

五



佐

々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
B

六
)

六

.

法

上
即

チ
之

二
背

反

ス

レ
バ
之

ラ
違

法

ナ

リ

ト

セ
ラ

ル

・
意

味

二
於

テ

、

本
來

統
治

権

ノ
意

志

ノ
限

界

ガ

定

メ
ラ

ル

・

コ
ト

テ
得

ヌ
、
其

ハ
概

念

上
矛

盾

ヂ

ァ

ル

ト
云

フ
ノ

デ

ア

ル
,

統

治

構

ノ
定

ム

ル

モ

ノ
ノ
外

二
法

ハ
ナ
イ

ノ
デ

ア
ル
、

統
治
権

ノ
意

志

二
拘

ラ

ズ

、

之

ヲ
規

律

ス

ル
法

ア

リ

ト
ナ

ス

ハ
、

統
治

堰

ト
法

ト

ノ
概

念

ノ
相

容

レ
ザ

ル
所

デ

ア

ル
ト
イ

フ
ノ
デ

ア

ル
。

さ

ら

に
、

サ

レ
ド

モ
、
法

ノ
上

二
於

ヶ

ル
制
限

ト
イ

フ

モ
ノ

ハ
ア
リ
得

ヌ
ノ
デ

ア

ル
、

統

治
権

ガ

法

二
依

リ

テ
制

限

セ
ラ

ル

・
ト

ハ
、
概

念

上

ノ
矛

盾

ア
デ

ル
、
若

シ
続

治

権

ガ

法

二
依

リ

テ
制

限

セ
ラ

ル

・
ト
見

ユ
ル
ガ
如

キ
場

合

ガ

ァ

ル
ナ
ラ

バ
.
其

ハ
続

治
権

ガ

法

二
非

ル

モ
ノ

ニ
依

リ

テ
制
限

セ
ラ

ル

・
カ
,

叉

ハ
統

治

槽

二
非

ル

モ
ノ
ガ

法

二
依

リ

テ
制

限

セ
ラ

ル

♪
ヲ
誤

認

シ

タ

ル

ニ
過

ギ

ヌ
。

,こ
な

し

て
、

自

然

法

の

思
想

に
於

て

は

、
自

然

法

は
國
法

以

上

の
法

に
し

て

、
統

治
堰

を

拘
束

す

る
も

の
な

り

ーこ
な

す

も

、
自

然

法

は
法

に
非

る

も

の

で

あ

り

、
ボ

ー

ダ

ン
が

十エ
堰

は
法

の
拘

束

を
受

け
ざ

る
権

力

な

り

,こ
言

つ
た

が

、
封

建

以

來

獲

達

し

た
る
欧

羅

巴

の

專

制

國

王

は
、

決

し

て
統

治
権

を
有

す

る
も

の

で

は
な

い
.
從

つ
て

、

國

王

が

法

の
拘

束

を

受

く

る

,こ
も

、

そ
れ

は
統

治
権

に
非

る
も

の

が

法

の

拘

束

飽
受

く

る

に
す

ぎ

な

い

の

で
あ

る
。

・こ
説
明

を
加

へ
て

ゐ

る
。
新

稿

憲
法

述

義

に
於

て

は

、

イ

エ
リ

ネ

ツ

ク
以

來

法

治

國

の
思

想

を

基
礎

つ

く

る
學

説

,こ
し

て
廣

く

學

界

一
般

に
承

認

せ

ら

れ

た

る

國
家

自

限

説

を
否

認

し

て

曰
く

、

或

ハ
統

治
権

ハ
法

二
依

リ

テ
自

ラ

制

限

ス
ト
説

明

ス
ル
者

ア
リ
、

然

レ
ド

モ
、
自

ラ
制

限

ス
ル

ト
云

フ

ハ
、

語

ノ

上

ノ
気

安

メ

タ

ル

ニ
止

マ
リ
、
明

二
論

理

上

ノ
矛

盾

ナ

リ
,

若

シ
統

治
権

ガ

法

二
依

リ

テ
制
限

セ
ラ

ル

・
ナ
ラ

バ
、

一
派

ノ
學

説

ノ
如

ク
、
統

治

権

二
先

チ
、

叉

ハ
統

治
権

以
外

二
法

ア



ル

コ
ト

テ
是

認

セ
ザ

ル

ベ

カ
ラ

ズ
、

法

ヲ
統

治
権

ノ
制
限

ト
見

ル

モ
、

爾

ホ
制
限

ス
ト
云

ハ
ザ

ル

ベ

カ
ラ

ザ

ル

ハ
、

其

ノ

無

制
限

ナ

ル

ノ
本
質

ヲ
認

メ
ザ

ル

ベ

カ
ラ

ザ

レ
バ

ナ

リ

,こ
。

然

る

に
、
帝

國

憲

法
第

一
編
國
家

第
二
編
國
體

に
於
い

て
は
,

統
治
櫨
ノ
無
制
限
デ

ア
ル
ト

イ
フ
ノ

ハ
、

他
人
ノ
意
志

二
依
リ
テ
法
上
制
限

セ
ラ

レ
ヌ
ト
イ

フ
概
念
ノ

説
明

二
外

ナ
ラ
ヌ
。
・こ
論
ず
る
。
之
を
要
す
る
に
,
穗

積
博
士
が
徹
底
的
に
主
権

の
法
の
上
の
無
制
限
性
を
貰
か
ん
,こ
す
る
に
反
し
、
上
杉
博
土
に
於
い
て
は
、
憲
法
そ
の
他
の
國
法
上
實

現
せ
ら
れ
た
る
法
治
國
に
目
を
蔽
ふ
こ
・こ
能
は
ず
或
場
合
に
は
國
家
自
限
説
に
依
り
て
暗
に
之
を
認
め
な
が
ら
な
ほ
且
言
葉
の
上
に

於

い
て
、
論
調
に
於
い
て
、
統
治
権
の
無
制
限
性
を
強
調
せ
ん
が
た
め
に
國
家
自
限
説
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
理
論
に
於
い
て
首
尾
甚
だ
徹
底
を
鋏
き
矛
盾
を
曝
露
す
る
,こ
錐
も
、
穗
積
博
士
よ
の
は
い
さ

'
か
警
察
國
思
想
の
緩
和
し

た
る
の
感
が
す
る
。
然
れ
,こ
も
、
そ
の
全
髄
の
論
調

に
お
い
て
、
い
ま
だ
多
分
に
警
察
國
の
思
想
の
浮
游

せ
る
を
否
定
す
る
こ
と

は

出
來
な
い
。

然
ら
ば
,
上
杉
博
士
に
お
い
て
は
、
か
く
の
如
き
無
制
限
の
統
治
纏
を
何
人
が
圭
持
す
る
や
?
穗
積
博

士
に
お
い
て
は
、
國
家
法

八
説
を
承
認
し
な
が
ら
そ
の
論
理
的
蹄
結
た
る
君
主
機
蘭
説
を
認
め
ず
し
T、
不
合
理
な
る
説
明
を
以
て
君
主
お
橿
説
に
導
き
た
る
に

反
し
、
先
づ
國
家
法
人
説
を
否
認
し
て
君
主
機
關
説
を
否
定
し
、
か
ぐ
し
て
君
主
主
権
説
を
高
調
す
る
は
,
そ
の
全
髄
の
理
論
の
當

否
は
別
と
し
て
、
首
尾

一
貫
の
理
論
,こ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
國
家
法
人
説
の
骨
子
,こ
す
る
,こ
こ
ろ
は
、
機
關

は
目
的
の
主
体

で
は
な

い
か
ら
、
別
に
目
的
の
主
燈
を
抽
象
的
に
概
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
目
的
の
主
塩
こ
そ
は
國
家
で
あ
る
・こ
す
る
の
で
あ
る
。

佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第

二
巻
第

一
號
)

(B

七
)

七



佐
々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第

二
霧
第

一
號
)

(
B

八
)

八

然
れ
さ
も
こ
れ
は
論
理
が

一
歩
飛
び
越
え
て
居
る
、
蓋
し
、
凡
そ
目
的
,こ
は
人
が
自
己
の
意
志
を
以
て
な

さ
ん
,こ
欲
す
る
の
目
的
に

し
て
.
目
的
の
主
鎧

た
る
に
は
先
づ
意
志
の
圭
罷
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
現
實

に
統
治
構
を
行
使
し
て
ゐ

る
機
關
は
自
己
の
目
的
の

た
め
に
之
を
行
使
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
從
つ
て
、機
關
よ
り
之
を
奪

つ
て
機
關
の
目
的
で
は
な
い
,こ
し
て
も
、直
ち
に
、
國
家
が

意
志
の
主
罷
な
り
・こ
謂
ふ
こ
と
は

出
來

ぬ
。
目
的
な
る
も
の
が
客
観
的

に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
全
然
主
観
的
な
る
以
上
、

先
づ
第

一
に
國
家
が
意
志
の
主
罷
な
る
こ
三
を
論
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、國
家
法
人
説
に
於
て
は
,國
家
は

一
の
抽
象
概

念
で
あ
つ
て
、
意
志
を
固
有
し
て
居
ら
ぬ
・こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
・
に
根
本
的
訣
陪
あ
る
に
か

・
は
ら
ず
,
國
家
法
入
説
を
固
執
す

る
所
以
の
も
の
は
、
機
關
の
行
使
す
る
所
は
機
閣
自
身
の
目
的
の
た
め
で
は
な
い
・こ
い
ふ
こ
と
を
明
か
に
せ
ん
,こ
す
る
に
在
る
に
外

な
ら
ぬ
。
ε
。
而
し
て
,
十
九
世
紀

に
於
て
歌
羅
巴
に
こ
の
國
家
法
人
説
が
國
法
學
上
の
定
説
5
な
つ
た
の
は
、
中
世
以
來
の
封
建

專
制
國
王
が
、
國
事
を

一
身
の
私
事
,こ
し
、
國
土
人
民
を
私
有
物
,こ
せ
る
を
極
力
排
斥
せ
ん
,こ
す
る
に
出

で
た
る
も
の
に
し
て
、
現

代
國
家
に
國
王
あ
り
,こ
難
も
は
や
、統
治
は
國
王
の
私
事
で
は
な
い
,こ
言
は
ん
,こ
欲
す
る
に
存
す
る
。要
す

る
に
國
家
法
人
説
の
意
味

す
る
・こ
こ
ろ
は
、
こ
の
消
極

的
な
る
関
係

に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
欧
羅
巴
現
代
の
國
家
を
説
明
す
る
に
便
利
な
り
,こ
す
る
も
、
積
.

極
的
な
る
學
説
,こ
し
て
之
を
探
る
こ
・こ
を
得
な
い
。
ミ
結
論
す
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、
國
家
法
人
説
を
原
理
的
に
否
定
し
た
る

上
杉
博
士
は
、
必
然
的
に
君
主
機
關
説
を
否
認
し
君
主
即
ち
國
家
な
り
・こ
し
て
所
謂
君
主
‡
権
説
を
強
調

せ
ら
る
。



以
上
に
於
て
知
ら
る

、
が
如
く
、
穗
積
博
上
,こ
略

々
同
檬
思
想
傾
向
の
下
に
、
君
主
主
構
説
を
樹
立
し
た
る
上
杉
博
士
は
、
自
由

主
義

に
基
づ
く
政
党
政
治
に
対
し

て
も
極
力
之
を
非
難
攻
撃
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
必
然
の
鯖
結
,こ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
杉
博
士
の
説

に
き
け
ば
、
政
党
政
治
は
、
國
王
は
名
義
上
存
す
れ
,こ
も
塞
位
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
統
禦
す
れ
,こ
も
政
治
せ
ざ
る
が
君
主

の
地

位
で
あ
る
、
大
臣
は
形
式
上
國
王
が
之
を
任
命
す
る
け
れ
,こ
も
必
ず
議
會
の
多
数
に
依
つ
て
進
退
す
べ
き
で
あ
り
、
政
権

の
中
心
は

議
會
に
存
す
べ
き
で
あ
る
,
,こ
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
.
か
く

の
如
き
議
會
中
心
の
政
治
は
民
室
共
和
の
國
で
あ
る
西
洋
諸
國

に
は

適
合
す
べ
き
も
、
我
が
國
に
適
用
す
れ
ば
君
主
を
室
位
に
坐
せ
し
む
る
こ
と

・
な
り
、
君
主
主
構
説
と
相
容
れ
ざ
る
結
果
・こ
な
る
。

と。
こ
の
政
党
政
治
否
認
の
原
理
は
穗
積
傅
士
の
そ
れ
,こ
全
く
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
獨
逸

伯
林
大
學
教
授

ハ
ン
ス
・

デ
ル
ブ
リ
ツ
ク
が
軍
國
主
義
的
、
官
僚
主
義
的
、
反
議
會
政
治
的
の
著
書
、
政
治
及
民
意
を
著
は
す
や
、

上
杉
博
士
は
之
を
讃
ん
で

曰
く
、
開
春
既

二
痛
快
ノ
文
字

二
充
テ
ル
テ
見

ル
、
拍
案
曰
く
之
ア
ル
カ
ナ
之
ア
ル
ヵ
ナ
ト
、
讃
ミ
去
リ
讃
ミ
來
テ
刻
ノ
移

ル
ヲ
知

ラ
ズ
。
と
激
賞
し
て
之
を
我
國
に
紹
介
し
,
こ
の
説
が
自
己
の
持
論
・こ
一
致
せ
る
に
力
を
得
て
、
爾
ホ
政
党

ナ
ラ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、

議
院
政
治
ナ
ラ
ザ

ル
ペ
カ
ラ
ズ
ト
云

フ
者
ア
ラ
バ
、
無
知

一一
非
ズ

ン
バ
強
テ
自
ラ
欺

ハ
ル
ノ
ミ
。
,こ
極
論
す
る
。

穗
積
博
士
の
憲
法
論
よ
り
も
上
杉
博
士
の
憲
法
論
の
方
が
,
…幾
分
が
專
制
的
、
警
察
國
的
色
彩
を
緩
和
し
た
る
の
感
が
あ
る
が
、

清
水
博
士
の
憲
法
論
に
至
れ
ば
、な
ほ
著
し
く
緩
和
せ
ら
れ
た
る
を
発
見

す
る
。
清
水
博
土
は
、
主
…権
の
制
限
性
を
論
じ
て
曰
く
、
主

佐
々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
B

九
)

九



佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
二
巻
第

『
號
)

(
B

}
0
)

一
〇

権
ハ
他

ノ
如

何

ナ

ル
権

力

二
依

リ

テ

モ
法

律

上

ノ

制
限

ヲ

受

ク

ル

コ
ト

ナ

シ
、

自

己

ノ
意

志

二
反

シ

テ
他

ノ
権

力

ヨ
リ
法

律

上

ノ
制

限

ヲ

受

ク

ル

コ
ト

ハ
圭

権

ノ
性

質

ト
相
容

レ
ザ

ル

モ
ノ

ナ

リ
、

然

レ
ド

モ
室
権

ハ
自

ラ

之

ヲ
制
限

ス

ル

コ
ト

テ
妨

ゲ

ズ

、

主
権

ガ

自

ラ
定

ム

ル
所

ノ
法

律

二
依

リ

テ

制
限

ヲ
受

ク

ル

コ
ト

ハ
毫

モ
主
糎

ノ
性

質

ト
矛

盾

ス

ル

モ
ノ

ニ
非

ル
ナ

リ
、
若

シ

ボ
ー

ダ

ン
氏

等

ノ

主
張

ス

ル
ガ
如

ク
‡
h
権
ハ
自

己

ノ
定

メ
タ

ル
法

律

一一
依

リ

テ

モ
覇

束

セ
ラ

ル

・

コ
ト

ナ

キ
絶
対

ノ
権

力

ナ

リ

ト

セ
バ
憲

法

其

他

ノ
國

法

ハ
國
家

二
封

シ
テ

ハ
何

等

法

律

上

ノ
敵

力

ナ

ク
國

家

ハ
憲

法

其

他

ノ
國

法

ア

ル

ニ
拘

ハ
ラ

ズ

之

テ
無

硯

シ

テ
自

由

二
行

動

ス

ル

コ

ト

ヲ
得

ル

モ
ノ

ナ

リ

ト
云

ハ
ザ

ル

ヲ
得

ザ

ル
ノ
不

條

理

二
陥

ル

ベ

キ

ナ
リ
。

・こ
。

こ

れ

に

よ
り

て
、

警

察

國

の
思

想

は
騒

逐

せ
ら

れ

て

、

國

家
自

限

説

に
依

り

て
法

治

國

の

思

想

の
宣

揚

せ

ら

る

・
を

見

る
。

上

述

の
如

き

制

限

的

な

る
主
権

は
,

清

水

博

士

に
於

て

は

、

何

人

が

之

を

主
持

す

る

や
?

彼

は
、

國

家

法

人

説

を

承

認

し

な

が

32
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ら
君
主
機
關
説
を
否
認
し
、
か
く
し
て
、
主
権

は
國
家
に
節
属
す

る
,こ
同
時
に
君
屯
に
蹄
屡
し
國
家
ε
君
主
,こ
は
こ
の
點

に
於
て
相

訓

同
化
し
て

一
あ
り
て
二
な
き
も
の
,こ
な
し
、
君
主
主
権

説
を
高
揚
す
る
ーこ
こ
ろ
穗
積
博
‡
こ
何
等
異
る
,こ
こ
ろ
が
な
い
。

以
上
叙
述
の
過
程
に
よ
り
て
知
ら
る

・
が
如
く
、
穗
積
博
士
の
憲
法
論
よ
り
も
上
杉
博
士
の
そ
れ
が
,
更

に
清
水
博
士
の
そ
れ
が

更
に
專
制
的

・
警
察
國
的
思
想

を
脱
却
せ
る
の
経
過
は
、
我
が
專
制
的
政
治
勢
力
が
自
由
主
義

諮
政
當
…ご
の
抗
争
に
於
て

一
角

一
角

崩
壊
せ
る
の
過
程
を
表
現
せ
る
も
の
に
し
て
、清
水
博
士
が
な
ほ
君
主
主
堰
説
を
執
つ
て
動
か
ざ
る
は
、貴
族
院
,
櫃
密
院
に
残
存
せ



る
專
制
的
政
治
勢
力
を
表
現
せ
る
に
外
な
ら
ぬ
。

35

美
濃
部
博
士
の
憲
法
論
に
至

つ
て
は
、
前
三
者
・こ
全
く
趣
を
異
に
す
。
國
権

の
最
高
性
を
認
め
、
國
家

の
主
橿
性
を
認
む
る
も
、

穗
積
博
士
の
如
き
國
権

無
制
限
の
思
想

を
極
力
排
撃
す
。
曰
く
、
國
家

ハ
最
高
独
立

他
ノ
如
何
ナ
ル
権
力

二
依
リ
テ

モ
支
配

セ
ラ
ル

■

・
コ
ト

ナ

シ
ト
難

モ
、

是

レ
決

シ
テ
國

家

ガ
萬

能

無
制

限

ノ
権

力

テ
有

ス

ル

コ
ト

テ
意

味

ス

ル

モ
ノ

ニ
非

ズ
、

若

シ
國

家

ガ

無
限

ノ

権
力

ヲ
有

シ
,

國

民

ハ
絶
対

二
其
権

力

二
服

從

ス

ル

モ
ノ

ト

セ
バ

、

國
家

ト
國

民

ト

ノ
関
係

ハ
唯

事

實

上

ノ
権

力

服

從
関
係

タ

ル

ニ

止

マ
リ
、

法

律

上

ノ
権

利

義

務

ノ
関
係

タ

ル

コ
ト

テ
得

ズ

而

、

シ

テ
事

實

上

ノ
権

力

服

從
関
係

二
止

マ
ル

モ

ノ

ハ
唯

實
力

ノ
厘

迫

ニ

シ

テ
未

ダ
國

家

ヲ
爲

ス

モ
ノ

ト
謂

フ
ヲ
得

ズ
、

國

家

ト

シ

テ
成

立

セ

ル
以

上

ハ
國

家

ノ
権

力

ハ
必

然

二
法

二
依

リ
制

限

セ

ラ

ル

、
悔

ノ

ナ

ル

ヲ
要

ス
、

唯
其

制
限

ハ
慣
習

又

ハ
條

理

二
基

ク

モ

ノ

ノ
外

國
家

ノ
自

ラ
承

認

ス

ル
所

タ

ル

ヲ
要

シ
、
他

ノ
堰

力

二
依

リ
其

意

思

二
反

シ

テ
加

ヘ
ラ

ル

・
モ
ノ

ニ
非

ザ

ル

ノ
ミ
。

國

家

ハ
自

ラ
國

法

及

國

際

法

ヲ
承

認

ス

ル

コ
ト

ニ
依

リ
自

ラ
其

意

思
力

ヲ
制
限

シ

テ

一

定

ノ
範

圏
=

於

テ

ノ

ミ
其

意

思

力

テ
主

張

シ
得

ベ

キ

コ
ト

テ
認

ム
。

國
家

ノ
意

思

力

二
此

ノ
如

キ
法

律

上

ノ
制
限

ア

ル

ニ
因

リ
,

國

家

く
蕾

二
外

國

二
封

ス

ル
関
係

二
於

テ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ
内

國

民

二
封

ス

ル
関
係

二
於

テ

モ
、
権
利

義

務

ノ
主
燈

タ

ル

コ
ト

ラ
得

ル
ナ

リ
。

こ
れ

に
よ

り

て

明

か

な

る
が

如

く

、
美

濃

部
博

士

に
於

て

は

、
從

巫

の
警

察

國

的

思

想

は

一
洗

せ

ら

れ

て

國

家

自

限

説

に

依

り
法

治

國

の
思

想

が
明

確

に
描

き
出

さ

れ

て

ゐ

る
。

佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
謹
む

(第

二
巻
第

「
號
)

(
B

一
一
)

一
一



佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第

二
巻
第

一
號
)

(B

=

つ

一
二

こ
の
制
限
的
の
主
鷹
は
、
美
濃
部
博
士
に
於
て
は
何
八
が
主
持
す
る
や
?
美
濃
部
博
士

は
國
家
法
人
説

を
認
む
。
そ
の
當
然
の
論

38

理
的
瞳

結
と
し
て
君
主
機
關
説
を
奉
じ
て
穗
積
、
上
杉
、
爾
博
士
の
君
主
主
櫨
説
を
攻
撃
す
る
こ
・こ
頗
る
急
を
極
む
。

既

に
君
主
機
關
説
を
承
認
す
る
以
上
、
政
党

政
治

に
対
し
て
積
極
的
解
答
を
與
ふ
る
は
論
理
の
必
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
憲
法

の
立
案
者
の
意
志
は
政
党
政
治
否
認
に
在

つ
た
け
れ
さ
も
、
憲
法
施
行
後

に
於
け
る
我
が
憲
政
の
獲
達
は
全
然
こ
の
立
案
者
の
豫
期

に
反
し
て
、
政
党

政
治
は
憲
法
上
の
制
度
,こ
し
て
に
は
非
れ
,こ
も
習
俗
的
規
律
・こ
し
て
確
立
し
た
・こ
結
論

せ
ら
る
。

上
述
の
如
く
、
美
濃
部
博
士
が
警
察
國
の
思
想
を
排
し
て
法
治
國
の
思
想
を
宣
揚
し
、
君
主

圭
権
説

に
戦
ひ
を
挑
ん
で
君
主
機
關

説
を
高
調
し
、
官
僚
内
閣
を
排
撃
し
て
政
党
政
治
の
實
現
に
理
論
的
基
礎
を
與

へ
ら
れ
た
る
は
、
正
し
く
、
自
由
主
義
の
立
場
に
立

つ
て
我
が
專
制
的
政
治
勢
力
と
た
た
か
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
美
濃
博
士
の
憲
法
論
こ
そ
は
自
由
主
義

憲
法
論
・こ
稔
す
べ
き
も
の

で
あ
ら
う
。

今
こ
こ
に
紹
介
せ
ん
,こ
す
る
佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
は
、
美
濃
部
博
士
、
野
村
博
士

,、旨同
じ
く
自
由
主

義
憲
法
論
に
属
す

る
。
統
治
権
を
説
明
し
て
曰
く
、
統
治
権

に
は
必
要
的
品
質
,こ
偶
然
的
品
質
と

の
二
つ
あ
り
、前
者
は
.
統

治
権

に
含
ま
る
、
支
配
権

は
固
有
の
も
の
に
し
て
且
統
治
纏
が
単
一
不
可
分
な
る
に
在
り
、後
者
の
説
明
と

し
て
は
、太
來
國
家
の
統
治
標

に
は
独
立

の
も
の
あ

り
、
而
も
必
ず
し
も
独
立

の
も
の
な
る
に
非
ず
、
独
立

の
も
の
な
る
こ
と

を
國
家
の
統
治
権

の
偶
然
的
品
質
,・、す
。
・こ
。
さ
ら
に
、



統
治
樫

の
独
立

を
説
明
し
て
曰
く
、
藪

一一
國
家
ノ
統
治
権

ノ
独
立

ト

ハ
、
國
家
ガ
、
自
己
ノ
統
治
権

二
依

ル
ノ
外
、
他
ノ
者
ノ
意
志

二
依

テ
制
限

セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
謂

フ
。
其
ノ
制
限

ハ
或

ハ
統
治
権

ノ
登
動
ノ
方
法

二
付
テ
存
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ベ
ク
、
或

ハ
統
治

堰
ノ
嚢
動

ノ
物
罷

二
付
テ
存

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。
國
家
ガ
他
ノ
者
ノ
意
志

二
依
テ
此
ノ
如
キ
制
限
ラ
受

ク
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
統
治
権

ハ
独
立
ノ

モ
ノ

ニ
非
ズ
。
右
ノ
國
家
ノ
統
治
権

ヲ
指
シ
テ
或

ハ
最
高
独
立

ノ
モ
ノ
ト
云
ヒ
、
或

ハ
最
高
無
制
限
ノ

モ
ノ
ト
云

フ
。
蓋

シ
右
ノ
所
謂
独
立

ト

ハ
畢
寛
自
己
以
外

二
自
己
ヲ
制
限

ス
ル
所
ノ

一
暦
高
キ
意
志
ヲ
有

セ
ザ

ル
コ
ト
ナ
レ
バ
ナ
リ
。
.こ
。
さ
ら
に
、

國
家
自
身
の
法
に
依
る
制
限
を
説
明
し
て
曰
く
、
法
律

昌
拘
束

セ
ラ
ル
ル
者

二
國
家
自
身
及
ビ
統
治

ノ
客
麗

ア
リ
。

(
一
)
國
家
自

身
ガ
拘
束

セ
ラ
ル
ト
ハ
國
家
自
身
ガ
其
ノ
法
律
ノ
定

ム
ル
所

二
從

テ
行
動
シ
之

二
違
反

ス
ル
ヲ
得
ザ

ル
コ
ト
ヲ
謂

フ
。
法
律

ハ
國
家

ノ
定

ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、

一
旦
之
テ
定
メ
タ
ル
以
上

ハ
,
國
家
自
身
之

昌
拘
束

セ
ラ
ル
。
國
家
ガ
拘
束

セ
ラ
ル
ル
ハ
即
チ
國
家
機

關
ガ
拘
束

セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
。
之
ヲ
法
律

二
依
ル
内
面
的
拘
束

ト
云

フ
。

(
二
)
統
治

ノ
客
膣
ガ
拘
束

セ
ラ

ル
ト
ハ
統
治
ノ
客
髄
ガ
其

ノ
法
律
ノ
定

ム
ル
所

二
從
テ
行
動

シ
之

二
違
反
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ヲ
謂

フ
。
之
テ
法
律

二
依

ル
外
面
的
拘
束

ト
謂

フ
。

以
上
の
引
用
に
よ
り
て
明
か
な
る
が
如
く
、
佐

々
木
博
士
に
お
い
て
は
、
穗
積
、
上
杉
、
雨
博
土
の
憲
法
論
に
於
け
る
統
治
糎
の

法
の
上
の
無
限
性
て
う
警
察
國
思
想
は

一
掃
せ
ら
れ
て
、
痕
跡
だ
も
な
く
自
由
主
義

の
法
律
制
度
た
る
法
治
國
が
國
家
自
限
説
に
依

り
て
極
め
て
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

佐

々
木
搏
士
の
日
本
憲
法
要

論
を
読
む

(第

二
省
第

一
號

)

(
B

=
二
)

=
二



佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
B

一
四
)

一
四

こ
の
制
限
的
な
る
統
治
権

は
佐

々
木
博
士
に
於
て
は
、
何
人
が
主
持
す
る
や
?

佐
々
木
博
士
は
國
家
法
人
説
を
承
認
せ
ら
る
る

が
故

に
、
主
持
者
は
國
家
に
し
て
、
そ
の
論
理
的
節
結
と
し
て
穗
積
、
上
杉
、
爾
氏
の
君
主
主
権
説
を
痛
烈
に
攻
撃
し
な
が
ら
君
主

機
關
説
を
強
調
せ
ら
る
。

す
で
に
,
君
主
機
關
説
を
承
認
せ
ら
る
る
以
上
、
自
由
主
義

政
治
形
態
の
花

,こ
も
謂
ふ
べ
き
政
党

政
治
を
謳
歌
せ
ら
る
る
は
必
然

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
が
自
由
主
義
政
党

が
我
が
專
政
的
政
治
勢
力
,こ
岡

つ
て
明
治
三
十

一
年
以
來

一
勝

一
敗
否
む
し
ろ
後
退
を

蝕
儀
な
く
せ
ら
る
る
に
當

つ
て
、
佐
々
木
博
士
は
立
憲
非
立
憲
な
る

ザ
書
を
著
は
し
、
政
党
政
治
は
君
主
主
義

,こ
相
調
和
す
る
も
の

な
る
こ
と

を
原
理
的
に
確
立
し
、
之
を
普
及
せ
ら
れ
た
る
は
、
大
正
十
三
年
護
憲
三
派
の
聯
立
内
閣

に
於
け
る
專
制
的
政
治
勢
力
に

対
す

る
自
由
主
義

の
勝
利
に
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
た
る
は
否
定
す
る
こ
と
は

出
來
な
い
。
佐
々
木
博
士
は
議
曾
政
治
に
は
、

制
度
上
の
議
曾
政
治
と
運
用

上
の
議
會
政
治
と

の
二
つ
あ
つ
て
、
前
者
は
君
主
主
義

,こ
相
容
れ
な
い
が
,
後
者
は
何
等
抵
鰯
す
る
ーこ

こ
ろ
が
な
い
。
と
主
張

し
之
を
説
明
し
て
日
く
、
君
主

ガ
國
務
大
臣
テ
任
用
ス
ル
一一
當
ッ
テ
之
ヲ
議
會
ノ
多
数
黛
カ
ラ
取
ラ
ネ
バ
ナ

ラ
ヌ
ト
セ
ラ
ル
ル
ナ
ラ
バ
君
主

ハ
議
曾
ノ
意
志
ヲ
執
行

ス
ル
ニ
過
ギ
ナ
イ
モ
ノ
ト
爲
ル
。
其
ノ
君
主
主
義

テ
破
壊

ス
ル
コ
ト
云

フ
マ

デ

モ
ナ
イ
。
ソ
レ
故

二
制
度
上
ノ
議
會
政
治

ハ
君
主
主
義

ト
相
容

レ
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
然
シ
ナ
ガ
ラ
、
君
主
ガ
圓
満

二
政
治
ヲ
行

フ
ガ
爲

二
適
當
ナ
方
法
ダ
ト
シ
テ
、
國
務
大
臣
ヲ
議
曾
ノ
多
数
党

ヵ
ラ
取
ル
ナ
ラ
バ
、
ソ
レ
ガ
君
主
主
義

・一
祇
燭

ス
ル
モ
ノ
デ
ナ
イ



コ
ト
辮
ズ
ル
マ
ヂ

モ
ナ
イ
。
即
チ
、
運
用
上
ノ
議
會
政
治

ハ
君
主
主
義
ト
相
容

ル
ル
モ
ノ
デ

ア
ル
。
,こ
。

日
本
憲
法
要
論
に
於
て
も

同
様
の
説
明
を
加

へ
ら
れ
、
而
し
て
、
議
曾
政
治
は
憲
法
上
の
習
律
,こ
し
て
確
立
せ
ら
れ
ず
,
未
だ
そ
ω
道
程
に
在
り
,こ
せ
ら
る
。

こ
の
錨
美
濃
部
博
士
,こ
異
る
,こ
こ
ろ
で
あ

る
。
之
を
要
す
る
に
、
穗
積
、
上
杉
、
清
水
諸
博
士
の
憲
法
論
が
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

專
制
主
義
的
憲
法
論
な
る
に
反
し
,
佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
は
、
美
濃
部
、
野
村
諸
博
士
の
憲
法
論
,こ
同

一
類
型

に
厨
し
、

わ
け
て
も
徹
底
的
自
由
主
義

憲
法
論
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
日
本
憲
法
學
史
を
概
説
す
る
こ
と

に
ょ
の
て
,
佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
が
專
制
主
義
憲
法
論
に
驕
せ
ず
し
て
、
實
に

自
由
主
義
憲
法
論
に
屡
す
る
所
以
の
論
線
を
明
か
に
し
た
が
、
吾
々
は
噺
じ
て
之
を
以
て
満
足
す
る
こ
と

は
出
來
な
い
。
自
由
主
義

奮

醗

毛

呆

嵐
隻

魂
熱

塁

最

位
"鋒
募

、やが
宣
、にe
鼠
紘
にび
で
最
衡

謝
響

ガ
鰹

婆

葺

詩
呆

憲

法
要
論
を
精
讃
し
た
る
者
は
、
何
人
も
、
他
の
憲
法
論
に
於
い
て
は
見
出
し
得
な

い
特
色
を
随
所
に
発
見

し
得
る
か
、
殊

に
、
憲
法

第
廿
七
條
所
有
の
自
由
の
解
釈

に
お
い
て
、
從
來
の
憲
法
論
の
蓮
弊
た
る
比
較
憲
法
學
的
態
度
を

一
郷
し
て
諸
外
國
の
憲
法
を
参
考

し
な
が
ら
日
本
憲
法
独
立

の
解
釈

を
定
立
し
、
憲
法
第
九
條
独
立

命
令
の
解
釈

に
お
い
て
、
從
來
の
公
法
學
が
そ
の
論
理
の
精
緻
さ

に
お
い
て
私
法
學
に
劣

つ
て
ゐ
た
の
を

一
掃
し
て
同

一
水
準
否
そ
れ
以
上
に
高
め
ら
れ
た
。
か
く
の
如
き
偉
大
な
る
特
色
を
有
す
る

日
本
憲
法
要
論
こ
そ
は
、
自
由
主
義
憲
法
論
中
最
高
の
地
位
を
占
む
る
も
の
に
し
て
、
個
人
主
義

的
自
由
主
義

憲
法
論
が
團
體

主
義

佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
B

一
五
)

一
五



佐

々
木
博
士
の
B
甲本
憲
法
要
論
を
{
読
む

(
第
二
巻
第

一
號
)

(B

一
六
)

一
六

憲
法
論
に
席
を
譲
る
ま
で
は
最
高
峰

に
立
つ
て
指
導
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と

は
,
之
を
精
讃
し
た
る
何
人
も
否
定
し
得
な
い
,こ
こ
ろ

で
あ
る
。

二
、
日
本
憲
法
要
論
の
特
色
例
示
。

イ
、
憲
法
第
廿
七
條
所
有
の
自
由
の
解
釈

に
っ
い
て
。

憲
法
第
廿
七
條

に
保
障
せ
ら
る
る
所
有
擢
の
自
由
に
於
け
る
所
有
権

を
民
法
に
所
謂
所
有
権
・こ
解
す
る
人
が
多
か
つ
た
。
清
水
傅

士
は
少
し
く
そ
の
範
囲

を
籏
張
し
て
曰
く
、
民
法
第
二
〇
六
條

ニ
ハ
所
有
物
ノ
使
用
、
牧
盒
及
ビ
塵
分
テ
爲
ス
ノ
権
ヲ
所
有
構

ト
爲

ス
ガ
故

二
此
等

ノ
作
用
ノ

一
ヲ
侵
害

ス
ル
モ
亦
所
有
権

テ
侵

ス
モ
ノ
ト
云

フ
ベ
ク
從
ツ
テ
所
有
権
ノ

一
作
用

二
厨
ス
ル
永
小
作
権
,

地
上
権
等
ヲ
侵

ス
コ
ト
モ
憲
法
第
二
十
七
條

ノ
適
用

テ
受
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
・こ
然
れ
さ
も
、
こ
の
所
有
纏

を
廣
く
財
産
権

,こ
解
す
る

こ
と

に
は
絶
対

に
反
対
し

、
.。結
論
し
て
曰
く
、
要

ス
ル
ニ
憲
法
第
二
十
七
條

ノ
所
有
権

ハ
所
有
権
及
ビ
其
支
分
櫨
タ
ル
物
件
ノ
意

昌

52

シ
テ
債
権

ハ
之
ヲ
包
含

セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
ε
。

憲
法
第
廿
七
條

に
依
り
て
所
有
権

は
保
障
せ
ら
る
る
が
、
そ
の
他
の

一
般
の
財
産
権
が
保
障
せ
ら
れ
な
い
,こ
す

る
な
ら
ば
、憲
法
第



廿

七
條

の
価
値

は
頗

る

小
な

る

も

の

ーこ
な

る

。
美

濃

部

博

士

は
、

こ

の
所

有
権

は
絡

て

の
財

塵

構

を
意

味

す

る

も

の

・こ
せ
ら

る
。

日

く

、

『
所

有
堰

テ
侵

サ

ル

ル

コ
卜

ナ

シ
』

ト

イ

フ

コ
ト

ガ
、
単
一
一
民

法

ノ
意

義

二
於

イ

テ

ノ
所

有
構

ノ
不

可

侵

ヲ
定

メ

テ
居

ル
ノ
デ

ナ

ク
、

総

テ

・
財

蹉
樫

ノ
不

可

侵

テ
意

味

ス

ル

モ
・
ヂ

ア

ル

コ
よ

、

事

柄

・
性

質

カ

ラ
見

テ

モ
明

瞭

デ

ア

ル
。

所

有
権

ダ

ク

ハ
侵

ス
コ
ト
ガ
出
來
ナ
イ
ガ
、
地
上
権

ヤ
抵
當
構
質
権

ハ
之
ヲ
侵

ス
コ
ト
ガ
出
來

ル
ト
解

ス
ル
コ
ト
ノ
不
條
理

ナ
ル
コ
ト
タ
言

フ
マ
デ
モ

ナ
ィ
。
蕾

二
民
法

二
認
メ
テ
居

ル
財
産
纏

バ
カ
リ
デ

ハ
ナ
ク
、
特
許
構

・
實
用
新
案
権

・
意
匠
権

θ
商
標
標

・
著
作
権

・
漁
業
権
ノ

如

キ
特
別
法

二
依
ル
財
産
擢

ヲ
モ
含

、丸
,
又
蕾

二
私
法
的
性
質

ヲ
有

ス
ル
財
産
権

バ
カ
リ
デ

ハ
ナ
ク
、
水

利
権

・
河
川
占
用
権

・
公

園
地
又

ハ
道
路
使
用
擢
ノ
如

キ
公
法
的
性
質
ヲ
有

ス
ル
一
私
人
ノ
財
産
権

ヲ
モ
含

ン
デ
居
ル
。
ソ
レ
ハ
又
輩

二
物
堰

二
止

マ
ラ
ズ
債

権二付
イ
テ
モ
同
機
デ

ア
ツ
テ
、
凡

テ
性
質
ノ
如
何

テ
問

ハ
ズ

ア
ラ

ユ
ル
財
産
構
ガ
本
條

二
依

リ
ソ
ノ
不
可
侵
ヲ
保
障

セ
ラ
レ
テ
居

ル
ノ
デ

ァ
ル
。
と
。
要
す
る
に
、
美
濃
部
博
士
に
於
て
は
、
こ
の
所
有
権

は
財
産
穗
の
意
に
し
て
私
法
的
性
質
の
財
産
権

の
み
な
ら

ず
公
法
的
性
質
の
財
産
権

を
も
含
ん
で
ゐ
る
も
の
ーこ
せ
ら
る
。

こ
の
所
有
権
の
意
義
を
斯
く
の
如
く
廣
義

に
解
釈
せ
ら
る
る
の
論
撮

は
い
つ
こ
に
あ
り
や
?
如
何
に
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
や
?

こ
の
點

が
頗
る
重
大
で
あ
る
。
曰
く
、
本
條

二
所
謂

『
所
有
権
」

ハ
、
民
法

二
定

メ
ラ
レ
テ
居

ル
所
有
堰

ヨ
リ
ハ
遙

二
廣
イ
意
義

ヲ

有

シ
、
廣
ク
総
テ
ノ
財
産
権

ヲ
意
味

ス
ル
モ
ノ
ヂ

ア
ル
。

ソ
レ
ハ
、
P
r
o
p
e
r
t
y
,
 
 
P
r
o
p
r
i
e
t
e
,
 
E
i
g
e
u
t
u
m

ニ
相
當
シ
、
而
シ
テ
此
等

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
謹
む

(第
;
巻
第
一
號
)

(B

「
七
)

↓
七



佐
々
木
博
士
の
臼
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第
二
巻
第

}號
)

(B

『
八
)

叫
八

ノ
西
洋
語

ハ
何

レ
モ
所
有
構
ノ
意

二
用

ヒ
ラ
ル
ル
ト
共

二
、
廣
ク
財
産
纏

ノ
意

ニ
モ
用
ヒ
ラ
レ
ル
。
殊

二
本
條
ノ
規
定
ノ
第

一
句

ハ

プ

ロ
イ
セ
ン
奮
憲
法
第
九
條
ノ
第

一
句
D
a
s
 
 
E
i
g
e
n
t
u
m
 
i
s
t
 
u
u
v
e
r
l
e
t
z
l
i
c
h

ヲ
殆
ド
文
字
通
リ
ニ
醗
講

シ
、

唯
ソ
レ
ニ
『
日
本
臣

民

ハ
」
ノ
語
テ
加

ヘ
タ
モ
ノ
デ
、
ソ
ノ
所
謂
所
有
権

ノ
語

モ
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
ノ
E
i
g
e
n
t
C
i
m

ノ
語
ト
同

ジ
意
味

二
用
ヒ
テ
居
ル
モ

ノ
ト
解

ス
ル
ノ
ガ
當
然
デ

ァ
ル
。
,
と。
美
濃
部
博
士
の
基
礎
だ
け
は
帝
國
憲
法
の
母
法
た
る
奮
プ

ロ
イ

セ
ン
憲
法
第
九
條

に
於
け
る

E
i
g
e
n
t
;
i
i
n

の
意
味
を
そ
の
ま

・
に
移
し
て
比
較
憲
法
學
的
に
之
を
決
定
せ
ん
,こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
吾
人
も
亦
結
論
に
於
て
は
美

濃
部
博
士

こ
同
様
に
し
て
、
こ
の
點

全
博
士
に
推
服
す
る
,こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
如
何
に
文
字
が
酷
似
し
.
日
本
憲
法
の
母
法
な
る
こ

ミ
が
明
白
で
あ
つ
て
も
、
奮
プ

ロ
シ
ヤ
の
社
會
に
喰
け
る
憲
法
,こ
日
本
の
社
會

に
嘆
く
憲
法
,こ
は
異
る
。
尤
も
奮
プ

ロ
シ
ヤ
憲
法
の

條
文
が
殆
ん
き
そ
の
ま
ま
日
本
憲
法
,こ
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
る
は
、
採
用
せ
ら
れ
る
に
適
す
る
だ
け
の
社
會
的
地
盤
が
日
本
に
生
じ

て
居
た
こ
と

は
承
認
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
然
れ
,こ
も
。
依
然
と
し
て
奮
プ
ロ
シ
ヤ
・こ
我
が
國
と
は
異
る
。
從
つ
て
そ
の
社
會
,こ
不

可
分
離
の
関
係

に
あ
る
憲
法
も
亦
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
。異

る
憲
法
な
ら
ば
、
そ
れ
が
解
輝
の
基
礎
づ
け
は
そ
の
決
定
瓢
に
於
て
自
ら

異
る
べ
く

一
致
す
る
こ
ミ
あ
る
も
偶
然
の

一
致
,こ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
、
比
較
憲
法
學
的
に
研
究
し
て
参
考
,こ
す
る
こ
ー・、は
大

に
推
奨
す
べ
き
こ
・こ
で
あ
る
。
け
れ
さ
も
、
そ
れ
は
参
考
ε
な
る
に
止

つ
て
解
釈

の
決
定
力
と
す
る
こ
と
は

出
來
な
い
。
こ
の
意
味

に
於
て
、
そ
の
基
礎
づ
け
に
於
て
は
、
美
濃
部
博
士
に
與
す
る
こ
、こ
を
得
な
い
の
を
遺
憾
,こ
す
る
。



以

上

の
要

求

に
満

足

を
與

へ
た

る
も

の

・こ
し

て

は
、

佐

々
木
博

士

の

日
本

憲

法

要

論

を

推

さ
ざ

る
を
得

な

い

。

曰

く
,

然

レ
バ

帝

國

憲

法

二
所

謂

所

有
権

ヲ
以

テ
財

産

橿

ナ

リ

ト

ス

ル

コ
ト

ハ
、

決

シ
テ
、

帝

國
憲

法

制
定

ノ
際

蓼

考

ト

セ
ラ

レ
タ

ル
西

洋

諸

國

ノ
憲

法

中

、

我

國

ノ
所

有
権

二
相

當

ス

ル
文

字

ガ
,

財

産
権

ノ
義

二
用

ヒ
ラ

ル

ル

ヨ
リ
雀

ズ

ル
沿
革

上

ノ
理

由

二
由

ル

ニ
非

ズ

。

帝

國

憲

法

自

身

二
依

ル
精

神

解

馨

ノ

結

果

ナ

リ
。

・こ
。

か

く

の

如

く

に
論

じ

て
比

較
憲

法

學

に

ょ
り

て

得

ら

れ

た

る
材

料

を

以

て

決

定

す

る

こ
と

の

不

可

な

る
を

指

極

せ

ら

る

。

そ
し

て
解
釈

し

て

曰

く

。
薙

二
所
有
権

ト

ハ
私

法

上

ノ
財

産
樫

ヲ
謂

フ
。
民

伝

二
於

テ

モ
所

有

権
ノ

語

ヲ
用

ヒ
其

ノ
概

念

テ
示

ス

ト
錐

、
帝

國
憲

法

二
所

謂

所
有
権

ハ
固

ヨ
リ
民

法

二
所
有
権

テ
指

ス

ニ
非

ズ

。
民

法

ハ
遙

二
帝

國

憲

法

二
後

レ
テ
制

定

セ
ラ

レ
タ

ル

モ
ノ

ナ

レ
バ

ナ

リ

。
故

二
帝

國

憲

法

二
所

謂

所

有
構

ノ
概

念

ハ
民

法

ト
関
係

ナ

シ

ニ
解
釈

ス

ル
ヲ

要

ス
。
所
有
権

ノ
語

ハ
本

ト
財

物

ヲ
完

全

二
支

配

ス

ル
ノ
権

利

ヲ
指

シ
、

廣

ク
私

法

上

ノ
財

産
権

ヲ
指

ス

ニ
適

セ
ザ

レ
ド

モ
、

帝

國

憲

法

ノ
精
神

ハ
唯

臣

民

ノ

財

産
権

ヲ
保

護

ス

ル

ニ
在

リ
。
其

ノ
保

護

二
付

テ
所

有
権

卜
他

ノ
財

産
権

ト
テ

分

ッ

ノ
思

想

ア
リ

タ

ル

昌

ハ
非

ズ

。

唯

當

時
財

産

ト

云

ヘ
バ
所
有

ノ
財

物

ナ

リ

ト
考

べ
、

從

テ
財

産
権

ト
言

ヘ
バ
所
有
権

卜
考

ヘ
タ

ル

ナ

リ
。

帝

國

憲

法

ノ

俣

護

ハ
所
有
権

ナ

ル

ノ
故

二
非

ズ

,

財

産
権

ノ
故

ナ

レ
ド

モ
、

所

有
権

即

チ
財

産
権

ト
考

ヘ
タ

ル

ニ
由

リ
、

用
語

上
所
有
権

ノ
保

護

ト

シ

テ
示

サ

レ

タ

ル

ナ

リ
。

然

レ
バ

精

岬
解
釈

二
依

リ

、

帝

國

憲

法

二
所
謂
所
有
権

…
ヲ
…以
テ
財

産
跳催
ノ
義

ト

ス

ル
テ
安

當

卜

ス
,

然

レ
ド

モ
其

ノ
財

産
権

ハ
私

法

上

ノ
財

産
権

二
限

ル
。
蓋

シ
當

時
公

法

上

ノ
財

産
権

ナ

ル
観

念

ハ
到
底

未

ダ
存

セ
ザ

リ

シ

モ

ノ

ト
云

フ

佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

一
九
)

一
九



佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
惣
読
む

(第
二
巻
第

一號
)

(B

二
〇
)

二
〇

ベ
ヶ

レ
バ
ナ
リ
。,
ε
。
吾
人
は
、
か
く
の
如
き
解
釈

の
態
度
に
十
全
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
憲
法
制
定
の
當
時
存

在
せ
ざ
り
し
公
法
上
の
財
産
構

を
き
の
離
し
て
私
法
上
の
財
産
堰

に
限
る
,こ
解
釈
す
る
の
用
意

に
賛
成
す
る
こ
,、、
は
出
來
な
い
。
蓋

し
、
社
會

は

一
瞬
も
静
止
す
る
こ
と
な
く
流
動
す
る
。
そ
し
て
新
ら
し
き
も
の
を
創
造
す
る
。
こ
の
新
ら
し
き
も
の
が
憲
法
制
定
當

時
に
豫
想
せ
ら
れ
な
か
つ
た
,こ
し
て
も
明
白
に
反
対
規
定
な
き
限
り
出
來
得

る
限
り
籏
張
解
釈

し
て
之
を
保
障
す

る
こ
,、、が
眞
正
の

解
釈

の
態
度
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ロ
、
憲
法
第
九
條
の
独
立
命
令
の
解
釈

に
つ
い
て

入
若
し
日
本
憲
法
の
特
色
ケ
求
む
る
な
ら
ば
、
憲
法
第
九
條
の
独
立

命
令
を
指
す
で
あ
ら
う
。
け
だ
し
、
日
本
憲
法
の
母
法
た
る

奮
プ

ロ
シ
ヤ
憲
法
第
四
五
條
が
電
に
執
行
命
令
の
み
を
規
定
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
行
プ

ロ
シ
ヤ
憲
法
第
五

一
條
、
獨
逸

憲
法
第
七

七
條
、
白
國
憲
法
第
六
七
條
、
填
國
憲
法
第
十

一
條
第
二
項
、
第
十
五
條
第
二
項
、
奮
填
國
憲
法
第
十

一
條
第

一
項
、
伊
國
憲
法
第

六
條
、
奮
露
國
憲
法
第
十

一
條
等
も
同
じ
く
執
行
命
令
の
み
を
認
め
て
、
日
本
憲
法
の
如
く
に
、
公
共

の
安
寧
秩
序
を
保
持
し
及
び

臣
民
の
幸
編
を
塘
進
す
る
爲
,こ
い
ふ
が
如
き
廣
汎
な
る
範
囲

に
於
て
命
令
の
登
す
る
こ
・・旨
を
認
め
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

若
し
之
を
何
等
の
用
意
な
し
に
解
釈
す
れ
ば
、
公
共
の
安
寧
秩
序
を
保
持
し
及
び
臣
民
の
幸
福

を
壇
進
す
る
こ
,・旨
は
,
國
家
の

】



切
の
目
的
を
包
含
す
る
が
故
に
、
総
て
の
事
項
を
命
令
を
以
て
規
定
し
得
る
こ
,、;

な
る
。
穗
積
、
上
杉
、
清
水
、
野
村
諸
博
士
は

こ
の
説
を
支
持
す
る
も
の
に
し
て
、
た
∬
之
に
対
す

る
制
限
ミ
し
て
或
は
独
立
命
令
を
以
て
法
律
を
変
更

し
得
ざ
る
も
の
噛こ
な
し
或

は
立
法
事
項
を
規
定
し
得
ざ

る
も
の
ミ
な
す
。
凡
そ
法
は
原
則
S
し
て
帝
國
議
會
の
協
賛
を
以
て
法
律

,こ
し
て
制
定
す
べ
く
、
命
令

は
た
f
限
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
登
し
得
べ
き
こ
と

は
憲
法
第
五
條
及
び
憲
法
全
膣
の
解
釈

よ
り
推
論
せ
ら
る

・
ε
こ
ろ
に
し

て
、
之
に
よ
り
て
始
め
て
立
憲
主
義

を
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
る
に
上
述
の
如
き
解
釈

に
從

ふ
ーこ
き
は
、
我
が
憲
法
を
し
て

立
憲
の
髄
裁
を
備

へ
し
む
る
の
み
に
し
て
實
は
專
制
主
義
、
若
し
く
は
警
察
國
に
逆
轄
せ
し
む
る
に
至

る
。
穗
積
、
上
杉
、
清
水
の

如
き
專
制
主
義
的
憲
法
論
者
,こ
し
て
は
か
く
の
如
き
結
論
に
導
く
こ
と

は
敢
て
怪
し
む
に
足
ら
ず
ε
錐

、
荷
も
立
憲
主
義

を
維
持
せ

ん
ーこ
欲
す
る
な
ら
ば
、
独
立

命
令
を
能
ふ
限
り
狡
く
解
釈

す
る
の
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

独
立

命
令
を
最
も
狡
く
解
釈

す
る
に
成
功
し
た
る
は
美
濃
部
博
士
で
あ
る
。
美
濃
部
博
士
は
、
先
つ
國
家
自
身
の
組
織
.
軍
備
、

財
政
の
た
め
に
す
る
法
規
を
控
除
し
、
さ
ら
に
、
民
事
法
、
刑
事
法
、
訴
訟
法
を
除
外
す
る
こ
と

に
依

つ
て
凡
て
の
司
法
的
法
規
を

控
除
し
,
内
政
の
範
圏
に
限
る
ーこ
な
し
、
さ
ら
に
,
内
政
の
範
囲

よ
り
公
法
人
の
法
、
公
用
員
搭
の
法
、
及
び
私
法
上
の
財
産
権

に

關
す
る
法
を
控
除
し
た
る
範
囲
内
に
於
て
の
み
独
立
命
令
を
以
て
規
定
し
得
べ
き
も
の
ーこ
な
す
。
け
だ

し
、
以
上
に
於
て
除
外
せ
ら

れ
た
る
法
規

は
、
直
接
に
安
寧
秩
序
を
保
持
し
及
臣
民
の
幸
祠
を
増
進
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
全
く
間
接
で
あ
る
か
ら

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第
二
省
第
一
號
)

(B

二
一
)

一=



俊
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
誼
む

(第
二
巻
第

一號
)

(B

二
二
)

二
二

で
あ
る
。
憲
法
第
九
條
の
独
立

命
令
に
於
て
は

『
直
接

一こ

・こ
い
ふ
文
字
が
加
は
つ
て
ゐ
る
も
の
・こ
同
様

に
解
す
べ
き
も
の
に
し
て

社
會
的
利
益

を
直
接
の
目
的
と
し
て
國
家
の

一
般
統
治
標

、ー2
基
き
人
民

に
命
令
し
張
制
す
る
堰
力
を
警
察
構

,こ
謂
ひ
そ
の
作
用
を
警

察
と
謂

ふ
。
故
に
憲
法
第
九
條
の
独
立
命
令
の
規
定
は
執
行
命
令
の
外
に
は
要
す
る
に
警
察
命
令
の
大
権

を
定
め
た
も
の
に
外
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
.、
と
。
然
ら
ば
、

『
臣
民

ノ
幸
編
ラ
増
進

ス
ル
爲
」
な
る
文
字
は
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
か
?

こ
れ
に
答

へ
て
曰
く
、

臣
民
ノ
幸
幅
ヲ
増
進

ス
ル
タ
メ
ノ
命
令
ト

ハ
、
例

ヘ
バ
、
電
信
規
則
.
電
話
規
則
.
各
種
ノ
學
校
令
、
鐵
道
乗
車
規
定
ノ
如
ク
、
全

然
國
民
ノ
構
利
義
務

二
付
イ
テ
ノ
規
律
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ヂ
ナ
ク
、
唯
人
民
ガ
自
己
ノ
自
由
意
思
ヲ
以
テ
之

テ
利
用
ス
ル
ニ
付
イ
テ
ノ

條
件
タ
ル
ニ
止

マ
ル
。
ソ
レ
ハ
曹
通

二
行
政
命
令
ト
稔

セ
ラ
ル
・
モ
ノ
デ
、
法
規
命
令
ヂ
ナ
ク
、
性
質
上

立
法
権

ニ
ハ
屑

セ
ズ
、
行

政
櫨
ノ
當
然
ノ
作
用
ト
シ
テ
定
メ
得

ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
,こ
。
・要
す
る
に
、
美
濃
部
博
士
に
於
て
は
、
憲

法
第
九
條
の
独
立
命
令
は

警
察
命
令
の
大
権

を
定
む
る
,こ
共
に
、
あ
は
せ
て
、
行
政
権

の
當
然
の
作
用
た
る
行
政
命
令
を
も
規
定
せ
る
も
の
,こ
解
す
る
の
で
あ

る
。
若
し
、

『臣
民
ノ
幸
福
テ
壇
准

ス
ル
爲
」

な
る
大
字
を
行
政

命
令
を
規
定
せ
る
も
の
ーこ
し
て
貫
く
な
ら
ば
,

結
局
之
あ
れ
さ

も
な
き
が
如
く
無
意
義

に
終
ら
し
め
る
.
け
だ
し
、
天
皇
が
行
政
命
令
を
制
定
し
た
ま
ふ
こ
と
は
、
特

に
帝
國
憲
法
に
依
て
認
め
ら

る

・
こ
と
を
要
せ
ず
、
天
皇
は
行
政
を
行
ひ
た
ま
ふ
も
の
な
れ
ば
そ
の
手
段
噛こ
し
て
當
然
行
政
命
令
を
発
し

給
ふ
こ
と
を
得
る
か
ら

で
あ
る
。
憲
法
第
九
條
の
独
立

命
令
を
独
く
解
す
る
に
於
て
は
、
美
濃
部
博
士
に
於
て
最
極
限
に
達
し
よ
く
そ
の
目
的
を
達
し
た
り



ぐ
、難
、
嚴
然
,・旨
し
て
存
在
す
る
文
字
を
あ
れ
ε
も
な
き
が
如
く
に
解
す
る
は
,
果
し
て
解
釈
技
術
に
於
て
正
し
き
や
?
特
別
の
事
情

の
な
き
限
り
存
在
す
る
文
字
に
は
存
在
す
る
も
の
・こ
し
て
意
義

を
附
加
す
べ
き
も
の
・こ
信
ず
る
。
こ
の
鈷

に
満
足
を
與

ふ
る
も
の
は

佐

々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
で
あ
る
。
先
づ
、
憲
法
第
九
條
の
独
立
命
令
の
條
た
る
公
共
の
安
寧
秩
序
を
保
持
す
る
が
た
め
の
命

令
を
警
察
命
令
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
臣
民
の
幸
編
を
塘
進
す
る
爲
な
る
文
字
を
説
明
し
て
、
臣
民
の
幸
福
を
壇
進
す
ε
は
直
接

に
臣
民

に
從
來

に
比
し
て

一
暦
大
な
る
幸
幅
を
與

ふ
る
こ
と

に
し
て
、
間
接

に
臣
民

に
幸
編
を
與

ふ
る
こ
と
は
含
ま
ず
,こ
な
し
、
先

づ
第

一
に
、
國
家
の
組
織
,
軍
備
、
財
政
の
爲
に
す
る
作
用
を
控
除
し
、
き
ち

に
㍉
臣
民
の
生
活
に
関
係

を
有
す
る
も
,
単
に

・こ
の

生
活
の
規
律
を
計
る
の
作
用
、
例

へ
ば
、
臣
民
相
互
聞
の
権
利
義
務
の
関
係

を
定
め
、
そ
の
関
係

を
確
定
す
る
の
方
法
を
定
め
、
臣

民
の
法
上
の
能
力
を
定
め
、
臣
民
の
團
腱
的
活
動
の
方
法
を
定
む
る
の
作
用
等
の
如
く
凡
そ
美
濃
部
博
士

の
所
謂
司
法
的
法
規
を
除

外
し
て
、
雌
直
接

に
臣
民
の
生
活
を
向
上
せ
し
む
る
の
作
用
の
み
ミ
限

定
せ
ら
る
。
而
し
て
、
そ
の
作
用

を
例
示
し
て
・
臣
民
の
知

識
才
能
を
発
達

せ
し
め
、
臣
民
の
経
済
生
活
を
充
實
せ
し
め
、
臣
民
の
交
通
取
引
を
便
利
な
ら
し
む
る
の
作
用
等
を
示
さ
る
。
こ
の

鮎
ま
で
は
、
美
濃
部
博
士
,こ
略
々
同
様
な
る
も
、
こ
れ
が
果
し
て
行
政
命
令
を
規
定
し
た
る
も
の
な
る
や
?

の
問
題
に
關
し
て
は

之
を
否
定
し
て
次
の
如
く
に
解
説
せ
ら
る
。
命
令
ガ
臣
民
ノ
幸
福
ヲ
増
進

ス
ル
ガ
爲
必
要
ナ
リ
ト
ハ
、臣
民

二
幸
福
テ
與

フ
ル
ガ
爲

二

臣
民
ノ
行
爲
ヲ
制
限

ス
ル
ノ
必
要

ア
ル
コ
ト
ナ
リ
。
其

レ
行
爲
ヲ
制
限

セ
ラ
ル
・
コ
ト
ガ
、
制
限
ヲ
受
ク

ル
臣
民

二
幸
幅
ヲ
與

フ
ル

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
准
読
む

(第
二
省
第
「號
)

(B

二
一二
)

一二
二



佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第
二
巻
第
↓
號
)

(B

二
四
)

二
四

場
合

二
關

ス
。
他
人

二
幸
編
テ
與

フ
ル
ガ
爲

二
、
法
律

二
依
ラ
ズ
シ
テ
、
臣
民

ノ
行
爲
ヲ
制
限

ス
ル
ガ
如

キ
ハ
帝
國
憲
法
ノ
趣
旨

昌

非
ズ
。
然
レ
バ
帝
國
憲
法

ハ
、
臣
民
ガ
行
爲
ヲ
制
限

セ
ラ
ル
・
コ
ト
ニ
依
テ
幸
福

ヲ
與

ヘ
ラ
ル
ベ
キ
場
合

二
,
命
令
ヲ
以
テ
其
ノ
臣

民
ノ
行
爲
ノ
制
限
ヲ
規
定
シ
得

ベ
キ
コ
ト
ヲ
定
メ
タ
ル
ナ
リ
。
例
、
児
童

及
ビ
其
ノ
父
兄

ハ
児
童
ヲ
教
育

セ
ラ
ル
・
コ
ト
ニ
依
テ
幸

禧
ヲ
受

ク
ル
ガ
故

昌
、
命
令
ラ
以
テ
就
學
ヲ
強
制

セ
ラ
ル

・
コ
ト
ヲ
得
。
然

レ
ド
モ
命
令
ヲ
以
テ
、

一
般

二
富
者
ガ
貧
者
ノ
児
童

ノ

就
學

ノ
援
助

ヲ
爲

ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
規
定
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
,こ
。
之
に
依
つ
て
佐
々
木
博

士
は
憲
法
第
九
條
の
独
立
命
令
を
能
ふ
か
ぎ
り

挾
く
解
釈
す
る
の
要
求
を
満
足
せ
し
む
る
ーこ
共
に
,
臣
民
の
幸
幅
を
檜
進
す
る
爲
な
る
文
字

を
殺
さ
ず

に
生
か
し
て
法
規
命
令
・こ
し

て
確
立
し
.
か
く
し
て
そ
の
範
國
を
内
務
行
政
に
屡
す
る
警
察
命
令
,こ
助
長
行
政
の
た
あ
に
す
る
臣
民
の
自
由
の
拘
束
を
内
容
,こ
す

る
命
令
,こ
に
限
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ほ
凡
そ
同
様
の
結
論
に
導
き
た
る
も
の
と
し
て

市
村
博
士
の
帝
國
憲
法
論
、
佐
藤
博
士

の
帝
國
憲
法
講
義
あ
れ
S
も
,
佐

々
木
博
士
の
理
論
の
精
緻
な
る
に
は
及
ば
な
い
。

=
「

そ
の
批
判

イ
、
國
家
自
限
説
に
つ
い
て

佐
々
木
博
士
は
、
國
家
自
限
説
を
承
認
し
て
そ
の
上
に
公
法
理
論
を
構
成

せ
ら
れ
居
る
こ
と

は

一
に
於
て
指
摘
し
た
,こ
こ
ろ
で
あ



る
。
然
れ
,こ
も
、
國
家
自
限
説
は
果
し
て
原
理
的
に
支
持
し
得
ら
る
・
や
?
國
家
自
限
説
は
國
内
法
関
係

の
み
な
ら
ず
、
國
際
法
,こ

の
関
係

に
於
て
適
用
を
見
る
。
今
,
各
國
家
の
自
己
制
限

に
依

つ
て
條
約
が
成
立
す
る
や
否
や
を
討
槍
し

て
み
や
う
。
條
約
は
國
際

間
の
契
約
で
あ
る
。
自
己
制
限
に
依
つ
て
契
約
が
成
立
す
る
た
め
に
は
各
當
事
者
が
實
質
的

に
平
等
で
な

け
れ
ば
な

ぬ
。
け
だ
し

契
約
は
橿
利
義
務
の
関
係
を
成
立
せ
し
め
る
が
、
實
質
的

に
不
平
等
な
る
も
の

・
間
に
お
い
て
は
義
務
は
常
に

一
方
的
意
思
に
依
つ

て
成
立
す
る
こ
ミ
、
な
る
。
す
な
は
ち
、

一
方
の
意
思
に
依

つ
て
他
方
が
強
制
せ
ら
れ
義
務
づ
け
ら
る
・
こ
・・こ

な
り
、
そ
こ
に
は

合
意
も
な
く
自
己
制
限
も
な
く
た
f
他
律
あ
る
の
み
。
實
質
的
に
不
平
等
な
る
者
の
間
に
於
け
る
契
約
を
吟
味
す
れ
ば
、
か
く
の
如

く
、
契
約
な
る
美
名
に
よ
つ
て
粉
飾
せ
ら
れ
た
る
他
律
の
伏
在
せ
る
を
見
る
。
醸
つ
て
國
際
社
會
に
於
け

る
諸
國
家
の
實
力
関
係

を

観
察
す
れ
ば
,
實
力
関
係

に
於
て
平
等
な
る
國
家
は
極
め
て
稀

に
し
て
、
む
し
ろ
、
存
在
し
な
い
・こ
い
つ
て
よ
か
ら
う
。
不
平
等
な

る
者
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
る
條
約
に
、
如
何
に
し
て
自
律
叉
は
自
己
制
限
が
存
在
し
得
や
う
そ
。
こ
れ
に
よ
つ
て
み
て
も
、
國
際

條
約
と

の
関
係

に
於
て
は
國
家
自
限
説
は
維
持
し
得
ざ
る
の
結
果
,こ
な
る
。

ロ
、
統
治
権
最
高
無
制
限
の
語
義
に
つ
い
て

統
治
権

の
偶
然
的
品
質
の
説
明
の
部
に
於
て
,
右
ノ
國
家
ノ
統
治
権

ヲ
指
シ
テ
或

ハ
最
高
独
立

ノ
モ
ノ
ト
云

ヒ
、
或

ハ
最
高
無
制

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第
二
巻
第
】號
)

(B

二
五
)

二
五



佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
誼
む

(第
;
巻
第
一號
)

(B

二
六
)

二
六

限

ノ
モ
ノ
ト
云

フ
。
の
文
字
が
あ
る
が
、
統
治
権
の
無
制
限
と

い
ふ
語

は
,
概
ね
統
治
樫
が
法
に
依
り
て
拘
束
せ
ら
れ
ず
法
の
上
の

無
制
限
と

い
ふ
意
味

に
用
ひ
ら
る

・
こ
と
が
通
例
な
る
こ
と
、

一
に
於
い
て
論
じ
た
,こ
こ
ろ
で
あ
る
。
佐

々
木
博
士
は
國
家
自
限
説

を
承
認
し
て
統
治
権

は
自
己
の
制
定
し
た
る
法
に
依
り
て
制
限
せ
ら
る
、
こ
と
を
認
め
ら
る
・
が
故
に
、
決
し
て
世
に
所
謂
統
治
権

の
無
制
限
性
を
主
張
せ
ら
る

・
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
趣
旨
を
徹
底
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
誤
解
を
生
ず
る
の
處
あ
る
無
制
限
の
語

を
避
け
ら
る
・
が
宜
し
き
に
非
る
か
。

ハ
、
剰
訟
金
支
出
に
つ
い
て

日
本
憲
法
要
論
を
通
じ
て
感
ぜ
ら
る

・
は
、
極
め
て
精
巧
な
る
理
論
が
法
規
そ
の
も
の
を
基
本
ご
し
て
権
成
せ
ら
れ
、
法
規
の
下

に
存
す
る
社
會

の
流
れ
を
輕

覗
せ
ら
る

・
の

傾
き
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
試
み
に
、
議
曾
開
設
の
翌
年
よ
り
憲
法
上
の
問
題
・こ

な
り
た
る
剰
蝕
金
支
出

に
つ

い
て
考
察
し
て
み
や
う
。

歳
出
豫
算
の
効
果

を
論
ぜ
ら
る

・
に
當
り
、

剰
蝕
金
支
出
は
憲
法
違
反
な

り
,こ
論
定
せ
ら
る
。

日
く
,
然

レ
バ
必
要
ア
ル
豫
算
外
ノ
支
出

及
ビ
避
ク
ベ
ヵ
ラ
ザ

ル
豫
算
超
過
ノ
支
出
ヲ
爲
ス
ニ
ハ
必
ズ
豫
備

費
テ
以
テ
ス
ル
ヲ
要

ス
。
豫
備
費

ハ
前

二
述
ベ
タ
ル
ガ
如

ク
在
ノ
場
合

二
慮
ズ
ル
ノ
腱
置
ト
シ
テ
帝
國
憲
法
ノ
規
定

二
依
テ
設

ケ
ラ

ル
・
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
豫
算
外

ノ
支
出
及
ビ
豫
算
超
過
ノ
支
出
ヲ
爲
ス
場
合

二
於
テ
モ
、
豫
算
自
身

二
於
テ
之

二
磨
ズ
ル
ノ
虜
置

ト
シ



テ
定
メ
タ
ル
豫
備
費
ヲ
以
テ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
是

レ
國
家
ノ
支
出

ハ
駆
テ
豫
算
自
身

二
於
テ
繍
括
的

二
之
ヲ
定

ム
ル
趣
旨
ナ
リ
。

豫
備
費
テ
以
テ
シ
テ
ハ
十
分
ナ
ラ
ズ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
追
加
豫
算
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
。
但
非
常

ノ
事
情

ア
リ
而

モ
帝
國
議
曾
テ
召

集

ス
ル
コ
ト
能

ハ
ザ
ル
場
合

ナ
ル
ト
キ
ハ
、
帝
國
憲
法
ノ
定

ム
ル
所

二
依
リ
後

二
説

ク
所
ノ
緊
急
財
政
塵
分
ヲ
行

フ
コ
ト
ヲ
得
。
是

レ
別
論

ナ
リ
。
故

二
國
庫

二
剰
蝕
金

ア
ル
場
合

一一於
テ
モ
之
ヲ
支
出

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
例
、
我
國
實
際

ノ
取
扱

二
於
テ

ハ
、
國
庫

剰
鯨
金

ヲ
以
テ
、
豫
算
外
ノ
支
出
及
豫
算
超
過
ノ
支
出
ヲ
爲

シ
、
之
テ
責
任
支
出
ト
稽
ス
、
其
ノ
帝
國
憲
法

二
違
反
ス
ル
コ
ト
ハ
以

上
ノ
研
説

二
依
テ
明
ナ
リ
、
且
今
日

二
於
テ

ハ
所
謂
責
任
支

出
其
ノ
モ

ノ
ト
シ
テ
モ
亦
濫
用
セ
ラ

ル
・
ノ
傾
ア
リ
、
憂

フ
ベ
シ
㎡

,、冒。
要
す
る
に
、
佐
々
木
博
士
は
、
豫
算
超
過
支
出
及
び
豫
算
外
支
出

に
關
し
て
は
、
先
づ
豫
備
費
を
以
て
す
べ
く
、
こ
れ
を
以
て

十
分
な
ら
ざ
る
,こ
き
に
追
加
豫
算
を
以
て
す
べ
く
、
但
し
帝
國
議
曾
を
召
集
す
る
能
は
ざ
る
事
情
の
存
す
る
場
合
に
は
最
後
の
手
段

,こ
し
て
憲
法
第
七
〇
條
の
緊
急
財
政
腿
分
を
以
C
す
べ
く
、
如
何
に
國
庫
に
剰
鯨
金
あ
る
も
之
を
支
出
す

る
こ
と

は
憲
法
違
反
な
り

ーこ
せ
ら
る
。
剰
蝕
金
支
出
は
、
之
を
濫
用
す
る
こ
ご
は
特
に
戒
む
べ
き
こ
と

に
し
て
、
第
二
豫
備
金
の
支
出
に
準
じ
嚴
重
な
る
制
限

を
附
す
る
様
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ
・こ
も
、
憲
法
第
六
四
條
第
二
項
の
豫
算
外
支
出
は
豫
鮪
費

に
そ
の
財
源

を
求
む
る
か

又
は
他
に
そ
の
財
源

を
求
む
る
か
に
付

い
て
、
憲
法
は
別
段
の
制
限
を
設
け
て
居
ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
現

に
剰
蝕
金
が
存
す
る
に
か

・
は
ら
ず
、
之
を
以
て
突
然
起
る
國
家
の
重
大
な
る
事
件
に
腱
す
る
こ
と

が
出
來
な
い
ーこ
す
る
の
は
、
豫
備
費
の
制
度
に
過
大
の
贋

佐
々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

へ
第

二
巻
第

}
號
)

(B

二
七
)

二
七



佐
々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第
二
巻
第

】
號
)

(
B

二
八
)

二
八

値
を
附
す
る
も
の
に
し
て
、
貝
歳
出
に
野
す
る
議

曾
の
協
賛

は
豫
め
歳
出
を
承
認
す
る
行
爲
で
許
容
的
数
力
を
有
す
る
の
み
に
し
て

禁
止
的
の
効
力
な
き
に
,
況
ん
や
豫
備
費
に
於
て
は
用
途
不
定
の
資
金

,こ
し
て
支
出
の
承
認
も
與

へ
て
を
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
禁

止
的
効
力

の
な
い
こ
と

は
當
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
,こ
解
す
る
の
が
正
當
な
り
,こ
信
ず
る
。
蓋
し
、
憲
法
及
び
そ
の
他
の
法
令
に

於
て
明
白
に
そ
の
解
釈

を
否
定
せ
ざ
る
限
り
は
、
法
規
の
下
に
存
す
る
耽
會
の
動
き
こ
從

つ
て
理
論
構
成

す
べ
き
も
の
ーこ
信
ず

る
か

ら
で
あ
る
。

二
、
政
党
内
閣
制
度
に
つ
い
て

さ
ら

に
,
政
党

内
閣
制
度
が
憲
法
上
の
習
律
,こ
し
て
確
立
せ
ら
れ
居
る
や
否
や
の
問
題
を
論
じ
て
曰
く

、
憲
法
的
習
律
中
最

モ
重

要
ナ
ル
モ
ノ

ハ
、
政
府
更
迭
ノ
手
續

二
關

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
即
チ
内
閣
ガ
議
會
ノ
信
任
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ト
キ

ハ
僻
職
ス
ル
コ
ト
、
叉
内

閣
組
織
ノ
大
命

ハ
之
ヲ
時
ノ
議
會

二
於
ケ
ル
多
数
黛

ノ
首
領

二
下
サ
ル
・
コ
ト

、
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
此
ノ
如

キ
憲
法
的
習
律
成
立
セ

ル
ト
キ
ハ
内
閣
更
迭
手
綾

二
付
テ

一
定
ノ
法
則

ア
リ
,
政
局
ノ
安
定
乃

チ
存

ス
。
我
國

二
於
テ
ハ
未
ダ
此
ノ
種
ノ
憲
法
的
習
律
成
立

セ
ザ

ル
ガ
故

二
、
内
閣
更
迭

二
際
シ
所
謂
策
動
行
ハ
ル
・
ノ
絵
地
ア
リ
。
國
家
ノ
不
幸
甚
ダ
大
ナ
リ
。
故

二
將
來
此
ノ
種
ノ
憲
法
的

習
律
ノ
成
立

二
努
力
ス
ル
コ
ト
我
國
民
ノ
責
務
ト
云

フ
ベ
シ
。
,こ
。
法
,こ
錐
も
、
例
外
な
く
之
を
遵
守
す

る
者
な
く
、
む
し
ろ
、
之



を
破
る
者
あ
る
に
ょ
り
て
そ
の
妥
當
せ
る
を
認
識
せ
ら
れ
る
。
内
閣
更
迭

に
際
し
策
勅
行
は
る

・
は
、
よ
し
憲
法
上
の
習
律
が
成
立

し
た
る
後
,こ
錐
,
根
絶
す
る
も
の
ミ
は
保
障
し
難
い
、、
大
正
十
三
年
護
憲
三
派
内
閣

に
お
い
て
、
政
當
…内
閣
制
度
の
憲
法
上
の
習
律

成
立
し
た
る
も
の
ε
観
る
べ
く
、
策
動
行
は
る

、
は
こ
の
習
律
を
破
る
行
爲
に
し
て
、
こ
れ
あ
る
が
た
め
に
却

つ
て
習
律
の
成
立
し

た
る
を
認
識
す
る
こ
と

が
出
來
る
。

過
般
官
吏
の
減
俸
に
際
し
、
司
法
官

に
關
し
て
は
裁
判
所
構
成
法
第
七
三
條
を
論
嫁
,、}し
て
勅
令
説
排
撃
の
議
論
起
る
や
佐

々
木

博
士
は
勅
令
説
を
擁
護
せ
ら
れ
た
。
政
府
は
佐
々
木
博
士
の
如
き
最
も
有
力
な
る
學
者
が
勅
令
説
を
支
持

せ
ら
れ
た
る
に
確
信
を
固

め
、
結
局
司
法
官
の
俸
給
の
減
額
を

一
般
官
吏
と
同
じ
く
憲
法
第
二
〇
條
に
依
る
勅
令
に
依
り
て
定
め
、
そ
の
附
則
中
に
、
本
令
施

行
ノ
際
現

二
從
前
ノ
規
定

二
依
リ
俸
給
ヲ
受
ク
ル
判
事

二
付
テ

ハ
其
ノ
意

二
反
シ
テ
現

二
受
ク
ル
額

ヲ
減

ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
・こ
規
定

し
て
、
特
例
を
設
け
た
の
で
あ

つ
た
。
獨
乙

憲
法

一
二
九
條
に
は
、
官
吏

は
既
得
権

は
侵
さ
る
・
こ
と
な
し
・、}し
て
、

一
般
官
吏
は

憲
法
第
四
八
條
第
二
項
の
場
合
の
外
は
憲
法
改
正
の
手
綾
に
よ
る
に
非
れ
ば
,
減
俸
せ
ら
れ
な
い
様
に
し

て
あ

る
。
我
が
國
に
於
い

て
も
,
官
吏
の
地
位
を
特
に
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
状
勢
に
あ
る
こ
と

は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
行
政
官
の
如
く
明

白
に
勅
令
に
依
つ
て
減
俸
せ
ら
る
・
性
質
の
も
の
は
己
む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
裁
判
所
構
成

法
第
七
三
條
の
保
障
あ
る
司
法
官
に

つ
い
て
は
、
特
に
明
白
に
無
理
な
解
釈

に
隔
ら
ざ
る
限
り
は
、
法
律
説
を
理
論
構
成
す
る
こ
と

が
時
勢
に
適
し
叉
學
者
の
使
命
で
は

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

へ第
二
巻
第
一號
)

(B

二
九
)

二
九



佐

々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第

二
霧
第

一
號
)

(
B

三
〇
)

三
〇

な

い

か

ーこ
思

ふ
。

(
一
九
三

一
・
九

・
十
二
)

-
、
穂
積
八
束
著

.
憲

法
提
要
、

一
九
頁
。
な
ほ
、
穗
積
博
十
著
、
憲
法

(
明
治
四
十
二
年
度
中
央
大
學
講
義
録
合
本
)
十
六
頁
以
下
に
も
同
様
の
定
義

が
與

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
以
下
、
軍
に
、
憲
法
を
記
述

す
ろ
ざ
き
は
、
こ
の
講
義
録
粒
…指
ず
も

の
ざ
す
、
さ
ら
に
、
極
め
て
簡
単
な
り
ざ
錐
、
法
理
の
要

点
は
洩
す
所
な
き
か
信

ず
さ
言
は
る

》
國
民
敢
育
憲
法
大
意
五
頁
に
も
同
標
の
定
義
が
な
さ
れ
て
ゐ
る

0

2
、
憲
法
提
要
。
廿

一
頁
。

3
、
憲
法
提
要
、

一
四
七
頁
。
な
ほ
、
二

一
〇
頁
、
二

=

頁
、
二

一
二
頁
に
も
同
様
の
見
解
が
散
見
ず
る
。

,

4

、
同
上

、

一
四
八

頁
。

5

、
憲

法
提
要

、
四

二
1

四

四
頁
。
憲

法

一
〇
頁

、

=

頁

。

6

、
憲

法
、

一
=

頁

。

註

七
、
憲

法

二

二
頁

Q

8

、
憲
法

、

二
三
頁

。

9
、

憲
法
提

要

、

一
九
五

頁
。

-o

、
同
上

、

二

=

二
頁
。

11

、
同
上

、
小
引

、
三

-

四
頁

。

12

、
同
上

、

}
二
八

頁
。



13
、
法
學
士
、
上
杉
愼
吉
著
、
帝
國
憲
法
、
三
三
⊥

二
四
頁
。

14
、
同
上

二
四
i
二
六
頁
。

15
、
同
上
、

一
二
〇
i

=

=

頁
o

聡
、
上
杉
愼
吉
著
。
霞

憲
轟

瀟

懸

四
三
四
幽

四
山ハ
頁
Q

17
、
同
上
、

四
四

一
頁
。

18
、
同
上

、

四
六
四
頁
。

19
、
同
上
、

四
六
五
ー
四
七
二
頁
。

20
、
拙
稿
、

「
公
法
の
領
域

に
於
け
る
自
律

の
思
想

の

一
展
開
。
」
法
政
研
究
第

一
巻
。

J
e
l
l
i
n
e
k
,
 
D
i
e
 
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 
N
a
t
u
r
 
d
e
r
 
 
S
t
a
a
t
e
n
v
e
r
t
r
a
g
e
,
 
s
.
1
4
1
5
.
1
6
.
 
J
e
l
l
i
n
e
k
,
a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 
S
t
a
a
t
s
l
e
h
r
e
,
 
s
.
4
8
0
.
4
8
1
.
 
J
e
l
l
i
n
e
k
,

"

D
i
e
 
L
e
h
r
e
 
v
o
n
 
d
e
n
 
S
t
a
a
t
e
n
v
e
r
b
i
n
d
u
n
g
e
n
,
 
s
.
3
4
.
 
J
e
l
l
i
n
e
k
,
 
G
e
s
e
z
 
a
n
d
 
V
e
r
o
r
d
n
i
i
n
g
,
s
.
1
9
8
.

21
、
上
杉
愼
吉
著

.
新
稿
憲
法
述
義
、
七
二
-
七
三
頁
Q

22
、
帝
國
憲
法
、
第

一
編
、
國
家
o
第
二
編
、
國
体
。
四
四
三
頁
Q

23
、
同
上
、

六
〇
七
i
六
〇
九
頁
o
上
杉
愼
吉
著
、
新
稿
帝
國
憲
法
、

一
〇
八
1

=

○
頁
G

24
、
同
上
、

六
〇
九
-
六

=

頁
。

25
、
同
上
、

六

一
六
ー
六

}
七
頁
。
新
稿
帝
國
憲
法
、

一
〇
五
頁
。

26
、
同
上
、

六
二
〇
1
六
三
〇
頁
Q
新
稿
憲

法
述
義
、

一
コ

ー

二

三
頁

佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
護
む

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

一一=

)

一一=



佐

々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
誼
む

(
第
二
省
第

一
號
)

戸
B

三
二
)

三

二

27
、
同
上
、

五
四
〇
ー
五
三
五
頁
。
同
上
,
九
五
1
九
六
頁
。

28

、
上
杉
愼
吉
著
、
國
体
憲
法
及
憲
政
、
二
四

二
i
二
五
五
頁
。

29
、
同
上
、

五
三
四
頁
。

30
、
同
上
、

五
四
九
頁
。

31
、
清
水
澄
著
、
國
法
學
第

噌
編
…、
憲
法
編
、

崎
工
ハ
「
1

二
六

二
頁

32
、
同
上
、

一
二
ニ
ー
三

一
頁
。

33
、
同
上
、

二
七
七

⊥

一八
〇
頁
。

34
、
二
六
四
頁
。

35
、
美
濃
部
達
吉
著
.
憲
法
撮
要
.
三
〇
頁
o
美
濃
部
達
吉
著
、
日
本
憲
法
第

一
巻
、

二

}
六
頁
。

36
、
前
掲
、
憲
法
撮
要
、
三
〇
i
三

一
頁
Q
な
ほ
、
二
四
頁
参
照
。

日
本
憲
法
第

一
巻
、
一
=

八
ー
二
二
〇
頁
に
は
、
國
家
自
限
説
を
宣
揚
し
て
.
穂
積
博
士
の
主
権
の
法

の
上
の
無
限
性

の
思
想
を
排
撃
ず
る
ご
ざ
痛
烈

浄
}極
む
C
な
ぽ
D
五
一ニ
ー
五
五
頁
塞
昭
川O

國
家
自
限
説
は
イ

エ
リ
ネ

ツ
ク
に
依
り
て
科
學
的
体
系
を
具
備
ず
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
國
法
、
國
際
法
理
論

の
批
評

に
お
け
る
美

濃
部
博
士
の
國
家
自
限
説

(
ケ
ル
ゼ

ン
教
授
の
國
法
及
國
際
法
理
論
の
批
評
・
國
家
學
轡
難
藷

第
四
十
四
谷
、
第
十
號

、
八
六
ー
九
三
頁
)
は
、
は
る

か
に
イ

エ
ジ
ネ
ッ
ク
を
深
化
せ
ら
れ
從

つ
て
凌
駕

し
て
ゐ
る
。
残
る
は
、
だ
ノ
之
が
批
判
の
み
Q
國
家
自
限
説
の
史
的
研
究
ざ
し
て
は
、
拙
稿
、
公
法

の
領
域
に
於
け
る
自
律

の
思
想
の

一
展
開
9
法
政
研
究
第

】
巻
参
照
。



野
村
博
士
も
亦
國
家
自
限
説
を
承
認
し
て
圭
隈

の
法
に
依
る
制
限
性
を
主
張

せ
ら
る
。

(野
村
淳
治
博
士
述

、
最
新
帝
國
憲
法
、
昭
和
六
年
度
版
帝
國

大
學
講
義
十
四
頁
以
下
参
照
)

37
、
憲
法
提
要
、
二
〇
ー
一
二

頁
日
本
憲
法
第

一
省
、

一
七
四
ー

一
八
九
頁
0

38
、
日
本
憲
法
第

一
巻
、
三
〇

}
⊥

二
Ω

二
頁
。
憲
法
提
要
、
四
八
頁
、
五
五
頁
、
五
七
頁
。

39
、
憲
法
提
要
。

一
二
九
1

=
二
〇
頁
。
な
ほ
、
二
七
八
-
二
八

一
頁
及
び

=

一
二
1

=

一四
頁
参
照
。

憩
、
佐

々
木
惣

一
著
、
日
本
憲
法
要
論
、
二
八
四
ー
二
八
六
頁
Q

41
、
同
上

、

二
八
六
頁
。

42
、
同
上
、

五
八
四
頁
。
日
本
行
政
法
論
、
網
論
七
六
!
七
九
頁
参
照
。

43
、
同
上
。

六
四
ー
六
七
頁
。

44
D
同
上
、

三
三
二
⊥

二
三
一二
頁
。
な
ほ
、
三

}
八
⊥

二
三
二
頁
及
び
七
五
ー
七
七
頁
参
照
。

45
、
佐

々
木
惣

「
著
、
立
憲
非
立
憲
、
八
五
i
八
六
頁
。

46
、
三
七
五
ー
三
七
七
頁
Q
な
ほ
.

叩
八
五
1

『
八
六
頁
、

一
三
六
頁
参
照
。

47
、
同
上
、

三
三
八

三
四
〇
頁
。

弼
、
同
上
、

六

一
七
ー
六
二

一
頁
。

49
、
上
杉
愼
吉
薯
、
新
稿
憲
法
述
義
、
二
九
三
頁
。
市
村
光
葱
著
、
帝
國
憲
法
論
、
四

叫
四
ー
四
二

二
頁
。

50
、
清
水
澄
著
、
憲
法
編
、
四
九
五
頁
。

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
謹
む

(
第
二
巻
第

一
號
)

(B

三
三
)

三
三



佐
々
木
博
士

の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(第

二
霧
第

一
號
)

(
B

三
四
)

三
四

51
、
同
上
、

四
九
五
ー
六
頁
。

52
、
同
上
、

四
九
七
頁
。

53
、
美
濃
部
達
吉
著
、
憲
法
精
義
、
三
八
五
-
六
頁
。

54
恥
同
上
、

三
八
三
頁
。

55
、
佐
々
木
惣

】
薯
、
日
本
憲
法
要
論
、
二
九

一
頁
。

56
、
同
上
、

一
=

八
ー

二

一
九
頁
Q

57
、
穗
積
提
妥
、
七
五
〇
-
-七
五

一
頁
。
野
村
博
士
著
、
帝
國
憲

抵
、

(
昭
和
六
年
度
帝
國
大
學
講

義
)

二
六
〇
頁
。

58
、
上
杉
愼
吉
著
、
新
稿
憲
法
述
義
、
五
九
五
ー
五
〇

一
頁
。
な
ほ
、
五
〇
〇
頁
に
は
、
独
立
命
令
を
以
て
法
律
を
変
更

し
得
ざ
る
も
の
ざ
な
ず
c
清
水

澄
著
、
憲
法
編
、

=

一
二
九
1

=

二
二
〇
頁
0

59
、
美
濃
部
達
吉
著
、
逐
條
憲
法
精

義
、

二
二
九
1
二
三

一
頁
9
憲
法
撮
要
、
四
四
六
ー
四
四
七
頁
参
照
。

60
、
逐
條
憲
法
精
義
、
一
二
二
二
頁
り
憲
法
撮
要
、
四
四
五
頁
0

61
、
佐
々
木
惣

『
薯
、
日
本
憲
法
要
論
、
六

一
八
ー
六

一
九
頁
。

62
、
同
上
、

六

一
九
ー
六
二
〇
頁
。

63
、
同
上
、

六
二
〇
ー
六
一
二

頁
。

64
、
市
村
光
悪
著
、
帯
國
憲
法
論
、
八
八
二
ー
八
三

一
頁
。

65
、
佐
藤
丑
次
郎
著
、
帝
國
憲
法
講
義
、
二
七
二
ー
二
七
五
頁
。



66
、
國
家
自
限
説
否
認
の
學
説
ざ
し
て
は
、
正
當
な
る
認
識
な
9
や
否
や
を
別
ざ
し
て
ウ
イ

ン
法
學
派
を
聚
げ
る
こ
ざ
が
出
來
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
國
家
圭

権
説
を
固
執
す
る
た
め
に
國
家
自
限
説
を
貫
く
な
ら
は
、
先
で
第

一
に
、
他
國
法
秩
序
は
自
國
法
秩
序
の

一
部
分
ざ
な
り
、
自
國
以
外
の
共
同
体
は
、

ず
べ
て
國
家
ざ
構
せ
ら
れ
得
な
い
こ
ざ

》
な
り
、
自
國
法
秩
序
は
宇
宙
法
秩
序
ざ
化
ず
。
(
K
e
l
s
e
n
,
 
D
a
s
 
P
r
o
b
l
e
m
 
d
e
r
 
 
S
o
u
v
e
r
a
n
i
t
a
t
 
a
n
d

d
i
e
 
T
h
e
o
r
i
e
 
d
e
s
 
V
O
l
k
e
r
r
e
c
h
t
s
,
s
.
1
8
7
-
1
9
0
.
 
s
.
3
1
4
-
3
1
5
.
)

さ
ら
に
、國
際
法
で
自
國
法
秩
序
の

一
部
分
ざ
な
り
、
國
際
法
は
畢
寛
封
外
的

國
内
法
a
u
e
 
B
e
r
e
s
 
S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
s

に
化
し
て
了
ふ
Q
(
K
e
l
s
e
n
,
 
D
a
s
 
P
r
o
b
l
e
m
 
d
e
r
 
S
o
u
v
e
r
a
n
i
t
a
t
 
a
n
d
 
d
i
e
 
T
h
e
o
r
i
e
 
d
e
s
 
V
c
 
l
k
e
r
r
e
c

o
o

h
t
s
,
s
.
 
1
5
3
-
1
5
4
.
)

こ
れ
不
合
理
な
り
ざ
し
て
國
際
法
主
権
V
o
l
k
e
r
r
e
c
h
t
s
s
o
i
i
v
e
r
a
n
i
t
a

を

導
く
Q
但
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
い
て
は
未
た
決
定

的
で
は
な
い
。
フ
エ
ル
ド
ロ
ス
に
お
い
て
決
定
的
で
あ
る
。

67
、
佐

々
木
惣

一
薯
、
日
本
憲
法
要
論

、
二
八
六
頁
0

68
、
同
上
、
六
五
六
頁
。

69
、
美
濃
部
達
要
著
、
逐
條
憲
法
精
義
、
六
六
八
-
六
六
九
頁
。

70
、
佐
々
木
惣

一
著
、
日
本
憲
法
要
論
、

一
八
七
1

一
八
八
頁
。

佐
々
木
博
士
の
日
本
憲
法
要
論
を
読
む

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
B

一二
五
)

三
五


